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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表示される第１の映像と、他方側に対して表示
される第２の映像とをフレーム単位で交互に出力すると共に、視聴者の左眼及び右眼それ
ぞれに対面する位置で独立して開閉する光学フィルタを備える映像視聴用眼鏡に対して、
出力される前記フレームが視聴者の対応する側の眼でだけ見えるように前記光学フィルタ
の開閉タイミングを制御する同期信号を送信する映像信号処理装置であって、
　前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記第１のフレームの直後に出力
される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を示す残光量を、前記第２のフ
レームの各画素の画素値から前記第１のフレームの対応する画素の画素値を減算した値の
絶対値を算出して検出する残光量検出部と、
　前記残光量検出部によって検出された残光量に基づいて、前記第２のフレームに対応す
る前記光学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成する光学フィルタ適
応制御部と、
　を備える映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記残光量検出部によって検出された残光量が多い程
、前記第２のフレームの出力タイミングに対する前記光学フィルタの開タイミングの遅延
量を増加させる
　請求項１に記載の映像信号処理装置。
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【請求項３】
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記残光量に基づいて前記光学フィルタの開タイミン
グの目標遅延量を決定し、前記フレームが出力される度に前記光学フィルタの開タイミン
グの遅延量を徐々に大きくすることによって前記目標遅延量に到達させ、
　前記目標遅延量が大きい程、前記目標遅延量に到達するまでのフレーム数を多くする
　請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記残光量検出部は、前記第２のフレームの各画素の画素値から、前記第１のフレーム
の対応する画素の画素値を減算した値の絶対値をフレーム単位で累積した累積値を、前記
残光量として検出する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　前記残光量検出部は、前記第２のフレームの各画素の画素値から、前記第１のフレーム
の対応する画素の画素値を減算した値のうち、所定の閾値よりも小さい値の絶対値をフレ
ーム単位で累積した累積値を、前記残光量として算出する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項６】
　該映像信号処理装置は、さらに、前記第１のフレームと前記第２のフレームとの間の残
光を抑制するクロストークキャンセル部を備え、
　前記残光量検出部は、前記クロストークキャンセル部により残光が抑制された前記第２
のフレームの残光量を検出する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項７】
　前記残光量検出部は、前記クロストークキャンセル部により残光が抑制された前記第２
のフレームを構成する各画素の画素値のうち、所定の閾値よりも小さい画素値の累積値を
、前記残光量として算出する、
　請求項６に記載の映像信号処理装置。
【請求項８】
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記第１のフレーム及び前記第２のフレームそれぞれ
に対応した同期信号を、対応する前記残光量に基づいて独立に生成する
　請求項１～７のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項９】
　該映像信号処理装置は、前記第１の映像及び前記第２の映像の少なくとも一方に基づい
て、複数のフレームが連続したシーンの切り換わりに関わる映像特徴情報を検出する映像
特徴情報検出部をさらに備え、
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記残光量と前記映像特徴情報とに基づいて、前記光
学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成する
　請求項１～８のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項１０】
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記映像特徴情報検出部によって検出された前記映像
特徴情報が予め定められた閾値を上回った場合に、前記残光量に基づいて前記光学フィル
タの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成する
　請求項９に記載の映像信号処理装置。
【請求項１１】
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記映像特徴情報に基づいてシーン変化量を決定し、
　前記シーン変化量が大きい程、前記目標遅延量に到達するまでのフレーム数を少なくす
るように制御する
　請求項１０に記載の映像信号処理装置。
【請求項１２】
　前記特徴情報検出部は、前記第１の映像及び前記第２の映像の少なくとも一方からシー
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ンの構成を、前記映像特徴情報として検出する、
　請求項９～１１のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項１３】
　前記光学フィルタ適応制御部は、前記第１の映像及び前記第２の映像の少なくとも一方
のシーン毎の前記残光量の変化に基づいて、前記同期信号を生成する、
　請求項９～１２のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の映像信号処理装置と、
　前記第１の映像、及び、前記第２の映像を表示する表示部と、
　前記光学フィルタ適応制御部が生成した同期信号を出力する同期信号出力部と、
　を備えた、映像表示装置。
【請求項１５】
　視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表示される第１の映像と、他方側に対して表示
される第２の映像とをフレーム単位で交互に出力すると共に、視聴者の左眼及び右眼それ
ぞれに対面する位置で独立して開閉する光学フィルタを備える映像視聴用眼鏡に対して、
出力される前記フレームが視聴者の対応する側の眼でだけ見えるように前記光学フィルタ
の開閉タイミングを制御する同期信号を送信する映像信号処理方法であって、
　前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記第１のフレームの直後に出力
される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を示す残光量を、前記第２のフ
レームの各画素の画素値から前記第１のフレームの対応する画素の画素値を減算した値の
絶対値を算出して検出する残光量検出ステップと、
　前記残光量検出ステップで検出された残光量に基づいて、前記第２のフレームに対応す
る前記光学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成する光学フィルタ適
応制御ステップとを含む
　映像信号処理方法。
【請求項１６】
　コンピュータに、視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表示される第１の映像と、他
方側に対して表示される第２の映像とをフレーム単位で交互に出力させる共に、視聴者の
左眼及び右眼それぞれに対面する位置で独立して開閉する光学フィルタを備える映像視聴
用眼鏡に対して、出力される前記フレームが視聴者の対応する側の眼でだけ見えるように
前記光学フィルタの開閉タイミングを制御する同期信号を送信させるプログラムであって
、
　前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記第１のフレームの直後に出力
される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を示す残光量を、前記第２のフ
レームの各画素の画素値から前記第１のフレームの対応する画素の画素値を減算した値の
絶対値を算出して検出する残光量検出ステップと、
　前記残光量検出ステップで検出された残光量に基づいて、前記第２のフレームに対応す
る前記光学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成する光学フィルタ適
応制御ステップとをコンピュータに実行させる
　プログラム。
【請求項１７】
　視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表示される第１の映像と、他方側に対して表示
される第２の映像とをフレーム単位で交互に出力すると共に、視聴者の左眼及び右眼それ
ぞれに対面する位置で独立して開閉する光学フィルタを備える映像視聴用眼鏡に対して、
出力される前記フレームが視聴者の対応する側の眼でだけ見えるように前記光学フィルタ
の開閉タイミングを制御する同期信号を送信する集積回路であって、
　前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記第１のフレームの直後に出力
される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を示す残光量を、前記第２のフ
レームの各画素の画素値から前記第１のフレームの対応する画素の画素値を減算した値の
絶対値を算出して検出する残光量検出部と、
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　前記残光量検出部によって検出された残光量に基づいて、前記第２のフレームに対応す
る前記光学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成する光学フィルタ適
応制御部と、
　を備える集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、映像信号処理装置、映像表示装置、及び映像信号処理方法に関するものであ
り、特に、映像を表示する際に課題となるクロストークをより好適に抑制するための技術
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、左右の映像信号を表示する映像表示装置において、左右の映像間での
クロストークをキャンセルする技術が開示されている。特許文献１では、クロストークキ
ャンセルの処理を行う前に、左眼用映像信号及び右眼用映像信号を比較し、２つの映像信
号から異なる映像領域を抽出し、当該領域の映像信号に対してコントラストを下げる処理
を行うものである。そして、この調整が行われた映像信号に対して、左右の映像信号間で
所定のクロストークをキャンセルする処理を実施する。
【０００３】
　特許文献１に示される従来のクロストークキャンセル処理は、クロストークの目立ち易
い黒レベル付近の映像でもクロストークキャンセルによるクロストーク軽減効果を改善し
やすくしたものである。具体的には、左右の映像信号の信号レベル差に基づいて、信号レ
ベル差の大きい映像領域を抽出し、その抽出した領域の映像レベルの高い方を抑制し、映
像レベルの低い方を増加させる。これにより、左右の信号のコントラストを事前に抑圧処
理して、クロストークキャンセル処理を行うものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２５８０５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、クロストークキャンセル処理は、映像の内容に関わらず所定の処理を行うもの
である。そのため、クロストークキャンセル処理が映像信号の内容に応じて好適な処理が
行われない場合がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記のような課題に鑑み、より好ましいクロストークキャンセル処
理を実現した映像信号処理装置、映像表示装置、及び映像信号処理方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一形態に係る映像信号処理装置は、視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表
示される第１の映像と、他方側に対して表示される第２の映像とをフレーム単位で交互に
出力すると共に、視聴者の左眼及び右眼それぞれに対面する位置で独立して開閉する光学
フィルタを備える映像視聴用眼鏡に対して、出力される前記フレームが視聴者の対応する
側の眼でだけ見えるように前記光学フィルタの開閉タイミングを制御する同期信号を送信
する。具体的には、前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記第１のフレ
ームの直後に出力される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を示す残光量
を検出する残光量検出部と、前記残光量検出部によって検出された残光量に基づいて、前
記第２のフレームに対応する前記光学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号
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を生成する光学フィルタ適応制御部とを備える。
【０００８】
　上記構成のように、残光量に応じて光学フィルタの開閉タイミングを変更することによ
り、信号処理では抑制しきれないクロストークを視聴者に見せないようにすることができ
る。その結果、視聴者は、クロストークの少ない映像を視聴することができるようになる
。
【０００９】
　また、前記光学フィルタ適応制御部は、前記残光量検出部によって検出された残光量が
多い程、前記第２のフレームの出力タイミングに対する前記光学フィルタの開タイミング
の遅延量を増加させてもよい。これにより、直前のフレームの残光の影響が大きい期間の
映像を視聴者に見せないようにすることができる。
【００１０】
　また、前記光学フィルタ適応制御部は、前記残光量に基づいて前記光学フィルタの開タ
イミングの目標遅延量を決定し、前記フレームが出力される度に前記光学フィルタの開タ
イミングの遅延量を徐々に大きくすることによって前記目標遅延量に到達させてもよい。
そして、前記目標遅延量が大きい程、前記目標遅延量に到達するまでのフレーム数を多く
してもよい。これにより、光学フィルタの開閉タイミングが急激に変化することがないの
で、視聴者に与える違和感が少なくなる。
【００１１】
　一形態として、前記残光量検出部は、前記第２のフレームの各画素の画素値から、前記
第１のフレームの対応する画素の画素値を減算した値の絶対値をフレーム単位で累積した
累積値を、前記残光量として検出してもよい。
【００１２】
　他の形態として、前記残光量検出部は、前記第２のフレームの各画素の画素値から、前
記第１のフレームの対応する画素の画素値を減算した値のうち、所定の閾値よりも小さい
値の絶対値をフレーム単位で累積した累積値を、前記残光量として算出してもよい。
【００１３】
　さらに、該映像信号処理装置は、前記第１のフレームと前記第２のフレームとの間の残
光を抑制するクロストークキャンセル部を備えてもよい。そして、前記残光量検出部は、
前記クロストークキャンセル部により残光が抑制された前記第２のフレームの残光量を検
出してもよい。
【００１４】
　また、前記残光量検出部は、前記クロストークキャンセル部により残光が抑制された前
記第２のフレームを構成する各画素の画素値のうち、所定の閾値よりも小さい画素値の累
積値を、前記残光量として算出してもよい。
【００１５】
　また、前記光学フィルタ適応制御部は、前記第１のフレーム及び前記第２のフレームそ
れぞれに対応した同期信号を、対応する前記残光量に基づいて独立に生成してもよい。
【００１６】
　さらに、該映像信号処理装置は、前記第１の映像及び前記第２の映像の少なくとも一方
に基づいて、映像特徴情報を検出する映像特徴情報検出部を備えてもよい。そして、前記
光学フィルタ適応制御部は、前記残光量と前記映像特徴情報とに基づいて、前記光学フィ
ルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成してもよい。
【００１７】
　また、前記光学フィルタ適応制御部は、前記映像特徴情報検出部によって検出された前
記映像特徴情報が予め定められた閾値を上回った場合に、前記残光量に基づいて前記光学
フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成してもよい。
【００１８】
　映像特徴情報が閾値を上回った場合、すなわち、シーンが変化したと判断された場合、
連続するフレーム間に生じる残光量も大きく変化した可能性がある。そこで、このタイミ
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ングでの残光量に基づいて、光学フィルタの開閉タイミングを変更することにより、視聴
者は、よりクロストークの少ない映像を視聴することができる。
【００１９】
　また、前記光学フィルタ適応制御部は、前記映像特徴情報に基づいてシーン変化量を決
定してもよい。そして、前記シーン変化量が大きい程、前記目標遅延量に到達するまでの
フレーム数を少なくするように制御してもよい。
【００２０】
　また、前記特徴情報検出部は、前記第１の映像及び前記第２の映像の少なくとも一方か
らシーンの構成を、前記映像特徴情報として検出してもよい。
【００２１】
　また、前記光学フィルタ適応制御部は、前記第１の映像及び前記第２の映像の少なくと
も一方のシーン毎の前記残光量の変化に基づいて、前記同期信号を生成してもよい。
【００２２】
　本発明の一形態に係る映像表示装置は、上記記載の映像信号処理装置と、前記第１の映
像、及び、前記第２の映像を表示する表示部と、前記光学フィルタ適応制御部が生成した
同期信号を出力する同期信号出力部とを備える。
【００２３】
　本発明の一形態に係る映像信号処理方法は、視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表
示される第１の映像と、他方側に対して表示される第２の映像とをフレーム単位で交互に
出力すると共に、視聴者の左眼及び右眼それぞれに対面する位置で独立して開閉する光学
フィルタを備える映像視聴用眼鏡に対して、出力される前記フレームが視聴者の対応する
側の眼でだけ見えるように前記光学フィルタの開閉タイミングを制御する同期信号を送信
する方法である。具体的には、前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記
第１のフレームの直後に出力される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を
示す残光量を検出する残光量検出ステップと、前記残光量検出ステップで検出された残光
量に基づいて、前記第２のフレームに対応する前記光学フィルタの開閉タイミングを変更
した前記同期信号を生成する光学フィルタ適応制御ステップとを含む。
【００２４】
　本発明の一形態に係るプログラムは、コンピュータに、視聴者の左眼及び右眼の一方側
に対して表示される第１の映像と、他方側に対して表示される第２の映像とをフレーム単
位で交互に出力させる共に、視聴者の左眼及び右眼それぞれに対面する位置で独立して開
閉する光学フィルタを備える映像視聴用眼鏡に対して、出力される前記フレームが視聴者
の対応する側の眼でだけ見えるように前記光学フィルタの開閉タイミングを制御する同期
信号を送信させる。具体的には、前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前
記第１のフレームの直後に出力される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響
を示す残光量を検出する残光量検出ステップと、前記残光量検出ステップで検出された残
光量に基づいて、前記第２のフレームに対応する前記光学フィルタの開閉タイミングを変
更した前記同期信号を生成する光学フィルタ適応制御ステップとをコンピュータに実行さ
せる。
【００２５】
　本発明の一形態に係る集積回路は、視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表示される
第１の映像と、他方側に対して表示される第２の映像とをフレーム単位で交互に出力する
と共に、視聴者の左眼及び右眼それぞれに対面する位置で独立して開閉する光学フィルタ
を備える映像視聴用眼鏡に対して、出力される前記フレームが視聴者の対応する側の眼で
だけ見えるように前記光学フィルタの開閉タイミングを制御する同期信号を送信する。具
体的には、前記第１の映像を構成する第１のフレームが及ぼす、前記第１のフレームの直
後に出力される前記第２の映像を構成する第２のフレームへの影響を示す残光量を検出す
る残光量検出部と、前記残光量検出部によって検出された残光量に基づいて、前記第２の
フレームに対応する前記光学フィルタの開閉タイミングを変更した前記同期信号を生成す
る光学フィルタ適応制御部とを備える。



(7) JP 5479280 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００２６】
　上記に示されるような発明により、従来と比較して好適なクロストーク処理が可能とな
り、より好ましい映像の表示が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】映像表示装置と映像視聴用眼鏡とを備える映像表示システムの構成概略図である
。
【図２】残光（クロストーク）の現象を説明する図である。
【図３】映像表示装置のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図４】映像信号処理部の機能構成の一例を示す図である。
【図５】フレームレート変換の一例を示す図である。
【図６】映像視聴用眼鏡のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図７】映像視聴用眼鏡の機能構成の一例を示す図である。
【図８】ＣＴＣ（クロストークキャンセル）部、及び同期信号送信部の機能構成の一例を
示す図である。
【図９】左映像適応制御部の構成の一例を示す図である。
【図１０】左映像適応制御部が決定する係数Ｋ１の一例を示す図である。
【図１１】右フレームと左フレームとの関係を示す図である。
【図１２】第１の実施の形態の残光量検出部の機能構成の一例を示す図である。
【図１３】表示する映像フレームと、同期信号の生成タイミング等との関係の一例を示す
図である。
【図１４】第２の実施の形態のＣＴＣ部、及び同期信号送信部の機能構成の一例を示す図
である。
【図１５】第２の実施の形態の残光量検出部の機能構成の一例を示す図である。
【図１６】第２の実施の形態の残光量検出部の機能構成の他の例を示す図である。
【図１７】残光量と光学フィルタを開けるタイミングの遅延量との関係を示す図である。
【図１８】第４の実施の形態のＣＴＣ部、及び同期信号送信部の機能構成の一例を示す図
である。
【図１９】第４の実施の形態における、シーン変化検出時の光学フィルタ適応制御部の制
御量をコントロールするＬＰＦの係数を決める制御のフローチャートである。
【図２０Ａ】第４の実施の形態における、残光量と光学フィルタを開けるタイミングの遅
延量との関係の一例を示す図である。
【図２０Ｂ】第４の実施の形態における、残光量と光学フィルタを開けるタイミングの遅
延量との関係の他の例を示す図である。
【図２１】上記の実施の形態の変形例のＣＴＣ部、及び同期信号送信部の機能構成の一例
を示す図である。
【図２２】ＣＴＣ部をＲＧＢそれぞれに設けた場合の構成を示す図である。
【図２３Ａ】サブフィールド駆動する場合の各サブフィールドの重みと配置の一例を示し
た図である。
【図２３Ｂ】サブフィールド駆動する場合の各サブフィールドの重みと配置の他の例を示
した図である。
【図２４】サブフィールド群の前にプレサブフィールドを設けた場合のサブフィールド駆
動を示す図である。
【図２５】サブフィールド駆動と同期信号の出力タイミングとの関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　（第１の実施の形態）
　＜１．映像表示システムの構成＞
　本発明の一形態に係る映像表示システムは、複数の画素で構成される表示部、及び映像
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信号処理部（映像信号処理装置）を備える映像表示装置と、映像視聴用眼鏡とで構成され
る。映像表示装置の表示部には、視聴者の左眼及び右眼の一方側に対して表示される第１
の映像と、他方側に対して表示される第２の映像とをフレーム単位で交互に表示される。
また、映像視聴用眼鏡は、視聴者の左眼及び右眼それぞれに対面する位置で独立して開閉
する光学フィルタを備え、表示部に表示される各フレームが視聴者の対応する側の眼でだ
け見えるように光学フィルタの開閉タイミングを制御する。そして、映像信号処理装置は
、第１及び第２の映像を映像表示装置に出力すると共に、光学フィルタの開閉タイミング
を制御する同期信号を映像視聴用眼鏡に送信する。
【００２９】
　図１は、映像表示装置１００と、映像表示装置１００が表示した映像を視聴する際に用
いる映像視聴用眼鏡１２０とを備えた映像表示システムを示す図である。第１の実施の形
態では、映像表示装置１００が表示面に表示する映像を、視聴者が映像視聴用眼鏡１２０
を通して見ることで、立体映像を視聴できるケースを例として説明する。
【００３０】
　第１の実施の形態で説明する映像表示システムでは、映像表示装置１００が、その表示
面に左眼用の映像と右眼用の映像とを、例えば１２０Ｈｚ等の周期で、フレーム単位で交
互に表示する。映像視聴用眼鏡１２０は、映像表示装置１００の表示面に出力される映像
と同期して、映像視聴用眼鏡１２０の左眼に入射する光と右眼に入射する光とを光学フィ
ルタ１２３で制御する。映像表示装置１００が表示する左眼用の映像と右眼用の映像とで
は、視差の分だけ映像が異なる内容である。視聴者は、左眼と右眼とで視聴する映像から
視差を擬似的に知覚し、映像表示装置１００が表示する映像が立体的な映像であると感じ
る。
【００３１】
　より具体的には、映像表示装置１００は、その表示面から立体映像（３Ｄ映像）等の所
定の処理を施された映像を出力する。映像表示装置１００の同期信号送信部１１０からは
、映像表示装置１００の表示面に出力される映像と同期する信号（同期信号）が送信され
る。映像視聴用眼鏡１２０は、同期信号送信部１１０からの同期信号を、同期信号受信部
１３０で受信する。映像視聴用眼鏡１２０は、この同期信号に基づいて、両眼へ入射する
光に所定の光学処理を施す。
【００３２】
　この光学処理とは、例えば、同期信号送信部１１０からの同期信号に同期して、左眼の
光学フィルタ１２２及び右眼の光学フィルタ１２１、すなわち両眼の光学フィルタ１２３
を開閉するものである。つまり、映像表示装置１００が、表示面に左眼用の映像を表示し
ている際には、映像視聴用眼鏡１２０の右眼へ入射する光を遮光（減光）し、左眼へ入射
する光を透過（増光）させる。映像表示面に右眼用の映像が表示される際は、光学フィル
タ１２３は左右で上記の逆の動作を行う。
【００３３】
　このように、映像と同期して両眼の光学フィルタ１２３を制御することにより、視聴者
は左眼の映像を左眼で、右眼の映像を右眼で視聴する。これにより、映像視聴用眼鏡１２
０をつけた視聴者は、視聴する映像が立体的な映像であると感じる。
【００３４】
　なお、上記の説明では、左眼用と右眼用それぞれの映像の表示周期を１２０Ｈｚの場合
を例として説明したが、表示周期はこれに限定されるものではない。他の周期として、例
えば９６Ｈｚ、１００Ｈｚ、１４４Ｈｚなど他の周期を用いるものであってもよい。これ
らの周期は、表示する映像の種類等に応じて変えるものであってもよい。
【００３５】
　＜２．クロストーク現象について＞
　図２は、ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）のようなサブフィール
ド駆動で映像を表示する場合の、映像表示装置１００の表示動作例を示したものである。
映像表示装置１００は、左眼用の映像（左眼用フレーム）と右眼用の映像（右眼用フレー
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ム）とを時間的に交互に表示面に表示する。この場合、映像は複数のサブフィールドを組
み合わせて映像表示面に表示される。図２の例では、左眼用フレームが複数のサブフィー
ルド２００を組み合わせて表示されている。
【００３６】
　しかしながら、サブフィールドを点灯させる制御（映像を表示させる制御）が開始され
たとしても、実際に画素の蛍光体が印加電圧により放電現象を生じ、画素の蛍光体が発光
するまでには時間的な遅延がある。この遅延は蛍光体の応答特性や、その他の原因に依存
する。そのため、サブフィールド２００に示すような点灯制御がなされても、実際の発光
状況はグラフ２０１に示すように、サブフィールド２００に示す点灯制御から遅れる。
【００３７】
　消灯の際についても、同様な蛍光体の特性に依存して、発光量に応じて指数関数的な特
性の残光時間がある。図２において、サブフィールド２００の点灯制御が終了し、左眼用
フレームの表示時間が終了しても、グラフ２０２が示すように、左眼用フレームの残光状
態が続く場合がある。その結果、次の右眼用フレームの表示時間において、左眼用フレー
ムの残光が残ることとなる。視聴者がこの映像を見ると、右眼用フレームに左眼用フレー
ムの映像が残り、ゴースト現象のように二重像となって見えることになる。この現象がク
ロストークと称されるものである。
【００３８】
　なお、上記の説明では、表示方法の駆動方法としてＰＤＰにおけるサブフィールド方式
の場合を例として説明したが、本発明はこれに限定するものではない。他の映像表示形式
における他の表示方法の場合においても、残光成分がクロストークとなって生じるケース
であれば、いずれの表示方式であってもよい。
【００３９】
　＜３．映像表示装置の構成について＞
　図３は、第１の実施の形態で説明する映像表示装置１００のハードウェア構成を示した
図である。映像表示装置１００は、チューナ３００、ＤＶＤ／ＢＤ３０１、外部入力３０
２、ＣＰＵ３０３、ＲＡＭ３０４、ＲＯＭ３０５、映像／音声復号ＩＣ３０６、映像信号
処理ＩＣ３０７、ディスプレイパネル３０８、赤外線発光素子３０９、バス３１０を備え
る。
【００４０】
　チューナ３００は、アンテナ（図示せず）で受信した放送波を復調する。チューナ３０
０は、復調した放送データを映像／音声復号ＩＣ３０６へ出力する。
【００４１】
　ＤＶＤ／ＢＤ３０１は、予め映像データ等が記録された光ディスク、例えば、ＤＶＤ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）やＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）
等の光ディスクである。ＤＶＤ／ＢＤ３０１から読み出された映像データは、映像／音声
復号ＩＣ３０６へ出力される。なお、ここでは、ＤＶＤやＢＤを例として説明しているが
、これら以外の光ディスクの記憶媒体であってもよい。また、光ディスクに限定せず、ハ
ードディスクのような磁気記録式のディスクや、ディスクの形態以外のテープ装置、半導
体記録装置等であってもよい。つまり、コンテンツを記録できるものであれば、媒体の形
式にとらわれず、いずれであってもよい。
【００４２】
　外部入力３０２は、当該装置の外部から有線、又は無線通信等により映像データを受け
る場合のインタフェースとなる。この場合は、外部の装置等から入力される映像データが
映像／音声復号ＩＣ３０６へ入力される。
【００４３】
　第１の実施の形態では、上記のチューナ３００、ＤＶＤ／ＢＤ３０１、外部入力３０２
を例として説明しているが、これに限定されるものではない。上記以外の方法で映像デー
タが供給されるものであってもよい。
【００４４】
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　ＣＰＵ３０３は、映像表示装置１００の全体を制御する。ＣＰＵ３０３は、その制御用
のプログラムをＲＯＭ３０５から読み出し、プログラムを実行する際に必要な各種の変数
等をＲＡＭ３０４に一時的に記録等して、プログラムを実行する。ＣＰＵ３０３は、他の
主要な構成部とはバス３１０で接続されており、これを介して他の構成部を制御する。
【００４５】
　ＲＡＭ３０４は、揮発性の情報記録部である。代表的なものにＤＲＡＭ等のメモリがあ
る。ＲＡＭ３０４は、ＣＰＵ３０３がプログラムを実行する際の各種の変数等の記録場所
として、また、映像／音声復号ＩＣ３０６が映像データを復号する際の一時的なデータ格
納場所等として使用される。
【００４６】
　ＲＯＭ３０５は、不揮発性の情報記録部である。代表的なものにマスクＲＯＭやフラッ
シュメモリ等のメモリ装置がある。ＲＯＭ３０５は、ＣＰＵ３０３が実行するプログラム
を記録したり、映像表示装置１００の動作に関わる各種の設定値を記録したりする場所等
として使用可能である。なお、フラッシュメモリのように、不揮発性でありながら書き換
え可能な半導体メモリを用いた場合は、上記のＲＡＭをフラッシュメモリで置き換えるこ
とも可能である。
【００４７】
　映像／音声復号ＩＣ３０６は、上記に説明したチューナ３００、ＤＶＤ／ＢＤ３０１、
外部入力３０２のいずれかのうち、選択した一つから入力される映像データ、音声データ
等を復号する。入力される映像データ、音声データは所定の方式により記録されている。
映像／復号ＩＣ３０６は、所定の方式で記録等されているこれらのデータを復号（変換）
することで、以降の構成部が映像、音声等のデータを取り扱えることを可能とするもので
ある。なお、所定の方式とは、例えば、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘ
ｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）－２、ＭＰＥＧ－４、Ｈ２６４、ＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈ
ｏｔｏｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）等が代表的なものとしてある。
【００４８】
　映像信号処理ＩＣ３０７は、映像／音声復号ＩＣ３０６が復号した映像データに所定の
映像処理を施すものである。ここでの映像処理とは、例えば、後述するディスプレイパネ
ル３０８に表示した際に発色を美しくさせるための色変換処理、映像の動き（フレーム毎
の変化）をより細かく表示するために、復号された映像データのフレームをより高速なフ
レームレートに変換する処理等がある。また、それ以外の処理として、立体映像を後述す
るディスプレイパネル３０８に表示する際には、同期信号を生成し、出力する。なお、映
像信号処理ＩＣ３０７の処理の詳細については、後述する。
【００４９】
　ディスプレイパネル３０８は、映像信号処理ＩＣ３０７が処理した映像信号を表示する
。ディスプレイパネル３０８には、例えばＰＤＰ、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）、ＳＥＤ（Ｓｕｒｆ
ａｃｅ－ｃｏｎｄｕｃｔｉｏｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ－ｅｍｉｔｔｅｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ）
、等を用いたものがある。第１の実施の形態では、これらのディスプレイの表示方式を特
定するものではない。
【００５０】
　赤外線発光素子３０９は、映像信号処理ＩＣ３０７が生成、出力した同期信号を外部へ
出力する。第１の実施の形態では、赤外線を用いた出力形式で伝送する。なお、同期信号
の外部送信について、赤外線に限定するものではない。これ以外にも、無線、超音波等他
の伝送方式を用いて同期信号を外部へ送信するものであってもよい。
【００５１】
　バス３１０は、上記で説明した各構成要素等を接続する役割を持つ。これにより、ＣＰ
Ｕ３０３は、各構成要素を統合的に制御して、映像表示装置１００を好適に制御すること
が可能となる。
【００５２】
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　＜４．映像信号処理について＞
　図３の映像信号処理ＩＣ３０７が施す映像信号処理について、図４の機能構成図を用い
て説明する。
【００５３】
　図４の映像／音声復号部４０６は、図３の映像／音声復号ＩＣ３０６に相当する。映像
／音声復号部４０６は、左眼用の映像と右眼用の映像をそれぞれ復号する。映像／音声復
号部４０６が復号した左眼用と右眼用の映像は、映像信号処理部４０７へ出力される。
【００５４】
　表示部４０８は、図３のディスプレイパネル３０８に相当する。表示部４０８は、映像
信号処理部４０７が処理した映像信号に従って、表示面に映像を表示する。
【００５５】
　映像信号処理部４０７は、図３の映像信号処理ＩＣ３０７及び赤外線発光素子３０９に
相当する。映像信号処理部４０７は、その内部に、フレームレート変換部４１１、クロス
トークキャンセル（Ｃｒｏｓｓ　Ｔａｌｋ　Ｃａｎｃｅｌ、以下ＣＴＣ）部４１２、同期
信号送信部４１３、画質変換部４１４を備える。
【００５６】
　フレームレート変換部４１１は、映像／音声復号部４０６が復号した左眼用と右眼用の
映像信号のフレームレートを倍増する処理を行う。図５にフレームレート変換部４１１の
処理の一例を示す。入力される右眼用フレームの信号（図５の（Ａ））と、左眼用フレー
ムの信号（図５の（Ｂ））とのフレームレートを倍増し、論理的に元のフレームレートの
時間内に左右の両フレームが収まるように信号処理を行う。具体的には、フレームを構成
するデータを処理するための処理時間を２倍に高速化することで、この信号処理が可能と
なる。
【００５７】
　この処理時間を２倍に高速化するためには、映像信号処理ＩＣ３０７の当該部分の動作
クロックを２倍の速度で処理する、又は、映像信号処理ＩＣ３０７内部の処理を並列化す
る等の対策をする。これにより、元のフレームレートの時間内に左右両方の映像が納まる
映像信号を形成することが可能となる。なお、フレームレート変換部４１１が出力する映
像信号は、図５の（Ｃ）に示すように一つの信号に左右の両フレームが納められている形
式でも、あるいは、フレームレート（クロック信号）が倍増され、入力と同じように左右
の両映像が独立して出力されるものの、いずれであってもよい。
【００５８】
　なお、フレームレート変換部４１１は、ＣＴＣ部４１２へ出力する映像信号に含まれる
左右の映像信号を対応する形で出力することが好ましい。図５の（Ｃ）の例に示すように
、右眼用フレームの次には、当該右眼用フレームに対応する左眼用フレーム、つまり、当
該右眼用フレームと同時刻、もしくは、所定の時間範囲内の左眼用フレームの映像が出力
されるのが好ましい。このように、隣接するフレームが所定の規則性を持つものであれば
よい。また、別の方法として映像信号とは別に、左眼用フレームと右眼用フレームとの対
応を別の伝達手段等で出力するものであってもよい。
【００５９】
　ＣＴＣ部４１２は、後述する表示部４０８に映像を表示する際に、左右のフレームを逐
次又は所定数のフレーム毎に切り替えることで、切り替え時に発生する残光（クロストー
ク）を抑制させるための信号処理を施す。ＣＴＣ部４１２の詳細については、後述する。
【００６０】
　同期信号送信部４１３は、フレームレート変換部４１１が生成したフレームレートに基
づいて、左右の映像フレームと同期した同期信号を外部へ送信する。具体的には、同期信
号は、図１の映像視聴用眼鏡１２０へ送信される。そして、映像視聴用眼鏡１２０は、こ
の同期信号に基づいて左右の光学フィルタ１２３を制御し、視聴者へ３Ｄ映像等を視聴さ
せる。
【００６１】
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　同期信号は、赤外線等の光学的手段や、無線リモコン（ＺｉｇＢｅｅなど）又はＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ等の無線通信手段や、専用の有線ケーブル、といったいずれの伝送媒体であ
ってもよい。映像表示装置１００と映像視聴用眼鏡１２０との間で、同期情報を伝送でき
るものであれば、いずれの方法でもよい。なお、第１の実施の形態では、上述のとおり赤
外線による伝送を用いる場合を例として説明する。
【００６２】
　画質変換部４１４は、後段の表示部４０８の表示特性等に応じて、表示する映像信号を
修正等する。例えば、映像表示装置１００がＡＰＬ（Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　
Ｌｅｖｅｌ）に基づいて表示映像の輝度を変更する処理、入力信号の色域を表示デバイス
の色域に合わせるための色域変換を行う処理、又は入力された映像を表示部４０８の表示
特性に応じて色情報の微調整を行う処理等、各種の映像信号処理を行う。
【００６３】
　上記のように映像信号処理部４０７内部では、復号された映像信号に各種の処理を施し
、変更された映像信号を表示部４０８へ出力する。これにより、より好ましい映像を表示
することを可能とする。
【００６４】
　＜５．映像視聴用眼鏡の構成について＞
　図６は、図１に示した映像視聴用眼鏡１２０のハードウェア構成の一例を示す図である
。図６の映像視聴用眼鏡１２０は、ＣＰＵ６１０と、メモリ６１１と、クロック６１２と
、光学フィルタ６１３と、赤外線受光素子６１４とを備える。
【００６５】
　ＣＰＵ６１０は、映像視聴用眼鏡１２０の全体を制御する。ＣＰＵ６１０は予め定めら
れたソフトウェアプログラムを実行することで、映像視聴用眼鏡１２０の制御、特に、光
学フィルタ６１３の制御等を行う。
【００６６】
　メモリ６１１は、ＣＰＵ６１０を動作させるソフトウェアプログラムの記憶場所、また
は、ＣＰＵ６１０がソフトウェアプログラムを実行する際の、各種変数の一次保持の場所
としてデータの記録を行う。メモリ６１１は、揮発性のメモリであっても、不揮発性のメ
モリであってもいずれでもよいし、これらを組み合わせたものであっても良い。また、メ
モリ以外のディスク記録装置などの記録媒体であってもよい。
【００６７】
　クロック６１２は、ＣＰＵ６１０等が動作するために必要となる基準信号（クロック信
号）を生成する。クロック６１２は、水晶発信子や他の発信子を用いたもの、のいずれで
あってもよい。また、クロック６１２が生成したクロック信号を分周、逓倍して使用する
ものであってもよい。
【００６８】
　光学フィルタ６１３は、映像視聴用眼鏡１２０をかけた視聴者の左眼及び右眼の前にそ
れぞれ設けられ、両眼へ入る光の量、性質等を調整するものである。光学フィルタ６１３
は、左眼用の光学フィルタ１２２と右眼用の光学フィルタ１２１とを備える。
【００６９】
　赤外線受光素子６１４は、外部、特に映像表示装置１００が送信する同期信号を受信す
る。第１の実施の形態では、同期信号に赤外線を用いる場合を例として説明しているため
、赤外線受光素子６１４を例に記載しているが、これに限定するものではない。無線等を
用いて同期信号を受信する場合は、当該無線を受信するための受信部(アンテナ、チュー
ナ等)であればよい。つまり、同期信号を適切に受信できるものであれば、その種類を限
定するものでは無い。
【００７０】
　図７は、映像視聴用眼鏡１２０の機能構成を示した図である。映像視聴用眼鏡１２０は
、外部同期信号受信部７００と、同期信号検出部７０１と、同期信号解析部７０２と、同
期情報記憶部７０３と、内部同期信号生成部７０４と、光学フィルタ制御部７０５と、光
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学フィルタ部７０６とを備える。
【００７１】
　外部同期信号受信部７００は、映像表示装置１００から赤外線で送信された同期信号を
受信する。受光した赤外線に応じて、電気信号を後述の同期信号検出部７０１へ出力する
。図６のハードウェア構成においては、赤外線受光素子６１４に該当する。なお、図６の
ハードウェア構成においても説明したが、第１の実施の形態では赤外線を用いた場合を例
に挙げて説明するが、同期信号の送受信方法を赤外線に限定するものではない。無線等を
送受信手段として用いるものであっても良い。
【００７２】
　同期信号検出部７０１は、外部同期信号受信部７００が受信した赤外線から生成した電
気信号としての同期信号を検出する。具体的には、所定の電気波形等を持つ信号を同期信
号として検出する。
【００７３】
　同期信号解析部７０２は、同期信号検出部７０１が検出した同期信号に基づいて、後述
する光学フィルタ部７０６を動作させるための時間間隔等の情報を解析する。光学フィル
タ部７０６を動作させるための時間間隔情報等の情報とは、例えば、左眼用の光学フィル
タ１２２及び右眼用の光学フィルタ１２１の開閉タイミングの情報等である。
【００７４】
　同期信号検出部７０１と同期信号解析部７０２とは、図６のハードウェア構成において
、ＣＰＵ６１０が実行するプログラムの一部に該当する。
【００７５】
　同期情報記憶部７０３は、同期信号解析部７０２が同期信号に基づいて解析した、光学
フィルタ部７０６の動作内容に関する制御情報を記録し、保持する。同期情報記憶部７０
３は、図６のハードウェア構成において、メモリ６１１に該当する。ＣＰＵ６１０が当該
情報をメモリ６１１に記録する。
【００７６】
　内部同期信号生成部７０４は、同期情報記憶部７０３に記録された同期情報、又は、同
期信号解析部７０２が解析した同期情報（時間間隔情報等）に基づいて、映像視聴用眼鏡
１２０内部で同期信号を生成する。内部同期信号生成部７０４は、図６のハードウェア構
成において、ＣＰＵ６１０とクロック６１２に該当する。
【００７７】
　光学フィルタ制御部７０５は、映像視聴用眼鏡１２０の両眼に設けられている左右の眼
それぞれに対応する光学フィルタ１２１、１２２を備える光学フィルタ部７０６の動作を
制御する。例えば、光学フィルタ１２１、１２２を透過する光の量を調整する等の制御を
行う。光学フィルタ制御部７０５は、図６のハードウェア構成において、ＣＰＵ６１０が
実行する光学フィルタ制御用のプログラム、又は、後述の光学フィルタ部７０６を駆動す
る駆動回路等に該当する。
【００７８】
　光学フィルタ部７０６は、映像視聴用眼鏡１２０の両眼、すなわち視聴者の左右の眼そ
れぞれに対面する位置に設けられ、左右の眼に入射する透過光を調整する光学フィルタ１
２１、１２２を備える。光学フィルタ１２１、１２２には、透過する光の量を調整するも
のや、透過する光の偏向を調整するもの等様々な種類がある。また、光学フィルタ１２１
、１２２には、液晶素子を用い、当該液晶素子を制御することで、透過する光の量を調整
するもの等がある。光学フィルタ部７０６は、図６のハードウェア構成において、光学フ
ィルタ６１３に該当する。
【００７９】
　第１の実施の形態では、映像表示装置１００に表示される映像として、左眼用の映像と
右眼用の映像とがフレーム単位で交互に変わる場合を例として説明する。そのため、光学
フィルタ部７０６の動作としては、左眼用の光学フィルタ１２２と右眼用の光学フィルタ
１２１とが、交互に透過する光の量を減光、増光するシャッタ的な動作をする。
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【００８０】
　つまり、映像表示装置１００に右眼用の映像が表示されている期間は、右眼用の光学フ
ィルタ１２１のみが光を透過させ（開状態）、左眼用の光学フィルタ１２２は光を透過さ
せない（閉状態）。一方、映像表示装置１００に左眼用の映像が表示されている期間は、
左眼用の光学フィルタ１２２のみが光を透過させ（開状態）、右眼用の光学フィルタ１２
１は光を透過させない（閉状態）。
【００８１】
　なお、第１の実施の形態ではこのような事例を用いて説明するが、光学フィルタ部７０
６の動作をこれに限定するものではない。他の例としては、右眼と左眼とで偏光方向をか
えるような光学フィルタであってもよい。つまり、映像視聴用眼鏡１２０は、映像表示内
容と同期して透過する光を調整できる光学フィルタであれば、どのような種類であっても
よい。
【００８２】
　上記図６及び図７で示したハードウェア構成と機能構成の対応関係とは、第１の実施の
形態で説明のために用いる具体例としての対応関係であり、これに限定するものではない
。他のハードウェア構成、ソフトウェア構成を用いたものであってもよい。
【００８３】
　また、第１の実施の形態で説明する映像視聴用眼鏡１２０は、外部から受信した同期信
号に基づいて、内部同期信号を生成し、それに基づいて光学フィルタ部７０６を動作させ
るものであったが、これに限定するものではない。内部同期信号を生成せず、外部から受
信した同期信号に基づいて、直接光学フィルタ部７０６を制御するものであってもよい。
この場合は、映像視聴用眼鏡１２０が比較的簡単な構成で実現することが可能となる。
【００８４】
　＜６．クロストークキャンセル（ＣＴＣ）部について＞
　ＣＴＣ部４１２は、第１の映像を構成する第１のフレームが、当該第１のフレームの直
後に出力される第２の映像を構成する第２のフレームに対して及ぼすクロストーク量を算
出し、第２のフレームを算出したクロストーク量で補正して出力するものである。より具
体的には、ＣＴＣ部４１２は、第２のフレームの表示期間（発光期間）において残留して
いる第１のフレームの残光を、予め第２のフレームから減算する処理を実行する。
【００８５】
　図４のＣＴＣ部４１２の機能の概略を、図８を用いて説明する。図８は、図４のＣＴＣ
部４１２と同期信号送信部４１３との内部機能構成を示した図である。ＣＴＣ部４１２は
、左映像適応制御部８１０、変換部８１１、合成部８１２、右映像適応制御部８２０、変
換部８２１、合成部８２２、残光量検出部８３０を備える。
【００８６】
　左映像適応制御部８１０は、入力される左映像フレームの映像信号と、その左映像フレ
ームに対応する右映像フレームの映像信号から、右映像フレームの映像信号に乗じる係数
Ｋ１を算出し、決定する。
【００８７】
　右映像適応制御部８２０は、左映像適応制御部８１０とは反対に、入力される右映像フ
レームの映像信号と、その右映像フレームに対応する左映像フレームの映像信号から、左
映像フレームの映像信号に乗じる係数Ｋ２を算出し、決定する。なお、係数Ｋ１、Ｋ２の
決定方法については後述する。
【００８８】
　ここで左映像フレームに対応する右映像フレーム、又は、右映像フレームに対応する左
映像フレームとは、それぞれの左右の映像フレームを表示する表示時間が同じ時刻、また
は、所定の時間範囲内で同一となるものを意味する。典型的には、再生順で左（右）映像
フレームの直前の右（左）映像フレームを指す。
【００８９】
　変換部８１１は、左映像適応制御部８１０が決定した係数Ｋ１に基づいて、右映像フレ
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ーム入力信号に所定の変換処理を行う。ここでの所定の変換処理とは、例えば、係数Ｋ１
が、左映像フレーム入力信号に対する右映像フレーム入力信号のクロストーク（残光）成
分の大きさを示す場合、変換部８１１が行う変換は、右映像フレーム入力信号に係数Ｋ１
を乗じるものとなる。
【００９０】
　合成部８１２は、入力された左映像フレーム入力信号と、変換部８１１により変換され
た右映像フレーム入力信号とを合成する。合成の一例として、例えば、クロストーク分を
相殺することで抑制するのであれば、入力された左映像フレーム入力信号から、変換部８
１１により変換された右映像フレーム入力信号を差し引くなどがある。
【００９１】
　合成部８１２は、合成した信号を左映像フレーム出力信号として出力する。この左映像
フレーム出力信号は、右映像フレーム入力信号が発生させるクロストーク分を左映像フレ
ーム入力信号から抑制（相殺）した映像信号である。
【００９２】
　右映像フレーム入力信号に対するクロストークキャンセルの処理は、右映像適応制御部
８２０、変換部８２１、合成部８２２により、左映像フレーム入力信号の場合と同様に（
対称に）行われる。
【００９３】
　左映像適応制御部８１０の構成の一例を図９に示す。左映像適応制御部８１０は、信号
比較部９１０、ＣＴ（Ｃｒｏｓｓ　Ｔａｌｋ）映像係数決定部９１１、を内部に備える。
【００９４】
　信号比較部９１０は、入力される左映像フレーム入力信号と右映像フレーム入力信号と
の信号レベル比を算出する。信号レベル比には、例えば、クロストークの影響を受ける被
ＣＴ映像信号（左映像フレーム入力信号）からクロストークの影響を及ぼすＣＴ映像信号
（右映像フレーム入力信号）を差し引いた差分映像信号を利用することができる。算出さ
れた信号レベル比は、後段のＣＴ映像係数決定部９１１へ出力される。
【００９５】
　ＣＴ映像係数決定部９１１は、信号比較部９１０が算出した信号レベル比に基づいて右
映像フレーム入力信号に乗ずる係数（ゲイン）Ｋ１を算出する。図１０は、係数Ｋ１の決
定方法の一例を示すものである。図１０の例では、係数Ｋ１は、信号レベル比が閾値β１
未満で一定の値、又は、減少率が極めて小さい関数で決定される値をとる。また、信号レ
ベル比が閾値β１以上で且つβ２未満で、その信号レベル比の値が大きくなることと反対
に減少する値をとる。さらに、信号レベル比がβ２以上でβ１以上β２未満の場合、より
減少率がより小さくなる値をとる。この係数Ｋ１は、０．５倍以下の値をとることが好ま
しい。係数Ｋ１が０．５以上になると、過剰に信号をキャンセルする場合が生じる恐れが
ある。また、係数Ｋ１は１以上の値はとらない。
【００９６】
　図１０の例では、信号レベル比の値が比較的小さい場合、つまりクロストークの影響を
及ぼす映像フレーム信号がクロストークの影響を受ける映像フレーム信号よりも所定の値
以上に大きい場合（例えば、閾値β１未満の部分）は、クロストークキャンセルを行った
としても、その効果が小さいと考えられる。そのため、係数Ｋ１の値をほぼ変更せずに一
定としている。
【００９７】
　これを図１１で説明すると、右フレーム１１１０の信号が左フレーム１１２０の信号に
対して非常に大きいため、右フレーム１１１０の残光の影響が左フレーム１１２０の信号
レベル以上に大きくなる。そのため、クロストークキャンセルをしても右フレーム１１１
０の残光を相殺しにくいと考えられるケースである。クロストークのキャンセル量を大き
くすると、本来表示されるはずの左映像フレームの信号レベルが負の値をとるようなこと
となる。
【００９８】
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　次に、図１０の例で、信号レベル比が中間レベルの場合、つまりクロストークの影響を
及ぼすフレームの信号とクロストークの影響を受けるフレームの信号の大きさが所定の範
囲内におさまる場合（閾値β１以上、β２未満の部分）、はクロストークキャンセルの効
果が相対的に得られる部分である。そのため、係数Ｋ１の値を左右の信号のレベル差に応
じて積極的に変更し、係数の過不足が無くなるように最適化していくケースである。
【００９９】
　図１１の例では、右フレーム１１３０と左フレーム１１４０との関係がこれに該当する
。この場合、右フレーム１１３０と左フレーム１１４０との信号がほぼ同じ（信号レベル
の相対的な相違が所定の範囲内にある）であるため、クロストークキャンセルの効果を得
やすいと考えられるケースである。
【０１００】
　図１０の例で、信号レベル比が比較的大きい場合、つまりクロストークの影響を及ぼす
フレームの信号がクロストークの影響を受けるフレームの信号に比して所定の値以上に小
さい場合（閾値β２以上の部分）は、クロストークの影響を受けるフレームの信号が相対
的に大きいため、本来クロストークの影響が目立ちにくいケースである。図１１の例では
、右フレーム１１５０と左フレーム１１６０との関係がこれに該当する。
【０１０１】
　したがって、左映像適応制御部８１０は、左映像フレーム入力信号と右映像フレーム入
力信号との両入力信号に基づいて、係数Ｋ１を決定する。なお、図１０に示す係数Ｋ１の
決定方法は一例であり、第１の実施の形態は特段これに限定するものではない。入力され
る映像を構成する映像フレーム信号に基づいて、係数Ｋ１を決定するものであればいずれ
の方法であってもよい。
【０１０２】
　なお、右映像適応制御部８２０についても、左映像適応制御部８１０と同様に、入力さ
れる映像信号に基づいて、係数Ｋ２を決定する。
【０１０３】
　また、左映像適応制御部８１０と右映像適応制御部８２０との係数決定方法は必ずしも
一致する必要はない。例えば、左映像が明るく、右映像が暗いような状態が続くシーンで
は、左映像のクロストークが右映像に及ぼす影響は大きいものの、反対の影響は小さい。
そのため、左映像適応制御部８１０と右映像適応制御部８２０との動作が常に同じ（対称
）である必要は無い。
【０１０４】
　変換部８１１、８２１では、左映像適応制御部８１０や右映像適応制御部８２０が決定
した係数Ｋ１、Ｋ２に基づいて、左映像フレーム入力信号や右映像フレーム入力信号の信
号レベルを変更する。変換部８１１から出力される信号は、左映像フレームの発光期間に
おける、直前の右映像フレームの発光量（残光量）に相当する。同様に、変換部８２１か
ら出力される信号は、右映像フレームの発光期間における、直前の左映像フレームの発光
量（残光量）に相当する。
【０１０５】
　合成部８１２、８２２では、変換部８１１、８２１で信号レベルが変更された映像信号
に基づいてクロストークを低減させる合成を行う。一例として、入力された映像信号から
それぞれ変換部８１１、８１２が変換した信号を差し引く。これにより、表示する映像信
号からクロストーク分の信号レベルが予め差し引かれる。この減算後の信号がそれぞれ出
力される。
【０１０６】
　以上より、上記の例では、左映像フレームの信号と、右映像フレームの信号との間の相
対的な信号レベルの大きさの比較により、係数Ｋ１及び係数Ｋ２を動的に（適応的に）決
定する例を説明した。入力される左映像フレーム及び右映像フレームの映像信号の大きさ
の相対的な比較である信号レベル比に基づいて、係数Ｋ１、Ｋ２の決定をすることで、本
来クロストークの影響が出難い部分では係数Ｋ１、Ｋ２を抑圧し、クロストークキャンセ
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ルが必要かつ効果の大きい部分では、係数Ｋ１、Ｋ２を過不足の無くなるように最適化し
てクロストークキャンセル処理を実施し、クロストークキャンセル効果の小さい部分や、
効果の出難い部分では、係数Ｋ１、Ｋ２の上げすぎによる弊害等を抑制したクロストーク
キャンセル処理を行うことが可能となる。
【０１０７】
　これにより、表示される映像フレームの信号レベルに応じて好適なクロストークキャン
セルを行うことが可能となる。その結果、クロストークキャンセルが不要な部分や、効果
が得にくい部分ではクロストークキャンセル部によるクロストークキャンセルの処理を弱
め、弊害をなくし、クロストークキャンセルの効果が得やすい部分では過不足が無いよう
にクロストークキャンセル処理を強めたり、弱めたりして最適化することで、より好適な
映像処理を行うことが可能となる。
【０１０８】
　なお、上記の例では、信号レベル比として、クロストークの影響を受ける映像信号から
クロストークの影響を及ぼす映像信号を減算したものを信号レベル比として用いたが、第
１の実施の形態はこれに限定するものではない。他の信号レベル比の指標としては、例え
ば、信号レベル比＝（クロストークの影響を受ける映像信号）／（クロストークの影響を
及ぼす映像信号）といったものや、その他の指標を用いてもよい。つまり、クロストーク
の影響を受ける映像信号と、クロストークの影響を及ぼす映像信号との相対的な信号レベ
ルの比較ができるものであれば、いずれの比較方法であってもよい。
【０１０９】
　＜７．残光（クロストーク）量検出について＞
　上記のように、クロストークキャンセル（ＣＴＣ）部４１２による映像信号の処理だけ
では、表示する映像のクロストークを低減できない場合がある。つまり図１０の信号レベ
ル比がβ１未満、すなわち、図１１の右フレーム１１１０と左フレーム１１２０との関係
になるような場合である。そこで、第１の実施の形態では、このような場合でも視聴者が
、クロストークが低減された映像を視聴することを可能にする例を示す。
【０１１０】
　ＣＴＣ部４１２が適切に動作したとしても、出力する左右の映像信号がクロストークを
発生させる場合がある。そこで、図８に示されるＣＴＣ部４１２の残光量検出部８３０は
、このクロストークの残留分（残光量）を検出する。
【０１１１】
　図１２に残光量検出部８３０の内部機能構成の例を示す。図１２の残光量検出部８３０
の例では、その内部で左映像フレームの残光量と右映像フレームの残光量とを独立して算
出することが可能な構成となっている。そのため、ここでは片側（左映像フレーム）の場
合のみを説明する。
【０１１２】
　残光量検出部８３０は、信号補正部１２１０と、絶対値化部１２２０と、ＬＰＦ（Ｌｏ
ｗ　Ｐａｔｈ　Ｆｉｌｔｅｒ）部１２３０と、フレーム積算部１２４０とを備える。この
残光量検出部８３０は、右映像フレームが及ぼす、再生順で当該右映像フレームの直後の
左映像フレームへの影響を示す残光量を検出する。より具体的には、残光量検出部８３０
は、合成部８１２から出力される左映像フレーム出力信号（すなわち、クロストークが抑
制された後の信号）を取得し、当該左映像フレームを構成する各画素の画素値（発光量）
のうち、所定の閾値（下記の例では０）よりも小さい画素値の累積値を残光量として算出
する。
【０１１３】
　信号補正部１２１０は、クロストークキャンセル処理が施された左映像フレームの信号
レベルを検出し、必要に応じてそのレベルを補正する。具体的には、信号補正部１２１０
は、入力される左映像フレームの信号レベルが０以上、すなわち、正の値の信号レベルを
持つ信号を、すべて信号レベル０に補正する。逆に、信号レベルが０未満、すなわち負の
値の信号レベルを持つ信号をそのままの値で出力する。これにより、ＣＴＣ部４１２で処
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理された映像信号が負の値（クロストークキャンセル処理により過剰に信号がキャンセル
等された）を持つ場合のみが、信号補正部１２１０で抽出されることとなる。
【０１１４】
　絶対値化部１２２０は、信号補正部で補正された信号の絶対値を算出する。この絶対値
化部１２２０により、入力された映像フレームの信号が０未満の値を持つ場合のみ、正の
値をもった信号レベルの絶対値が算出される。
【０１１５】
　ＬＰＦ部１２３０は、絶対値化部１２２０が算出した値についてその変化率を緩和させ
る。つまり、ＬＰＦ部１２３０は、絶対値化部１２２０が順次出力する信号の変化率を所
定の範囲内におさめるように変更する。
【０１１６】
　フレーム積算部１２４０は、映像フレーム単位で、ＬＰＦ部１２３０が出力した値を累
積する。
【０１１７】
　以上の処理により、映像フレームの単位で、該映像フレームが包含するクロストークの
残量を計算することが可能となる。
【０１１８】
　ここで、残光量検出部８３０が算出した、映像フレーム単位のクロストークの残量が多
いことは、つまり、当該映像フレームが、図１１に示す右フレーム１１１０と左フレーム
１１２０との関係において、左フレーム１１２０のような状態（クロストークキャンセル
をしても残光を十分に低減できないで残留する状態）となる画素の面積や、その残留量が
平均的に大きくなるようなフレームであることを意味する。
【０１１９】
　＜８．同期信号の送信について＞
　上述の通り、映像表示装置１００のＣＴＣ部４１２だけでは、左右映像のフレーム間で
クロストークを十分に低減できない場合がある。そこで、映像表示装置１００は、算出し
たクロストークの残留量によって、映像視聴用眼鏡１２０へ送信する同期信号を制御する
。
【０１２０】
　残光量検出部８３０が出力した左右映像フレームそれぞれのクロストークの残留量は、
同期信号送信部４１３へ出力される。
【０１２１】
　図８に示すように、同期信号送信部４１３は、光学フィルタ適応制御部８５０、同期信
号送信制御部８５１、同期信号出力部８５２を備える。
【０１２２】
　光学フィルタ適応制御部８５０は、残光量検出部８３０が出力する映像フレーム毎の残
光量と所定の閾値とを比較する。そして、残光量が所定の閾値よりも大きい場合、映像視
聴用眼鏡１２０の両眼の光学フィルタ１２３の開閉（透過する光量を増大させたり、減少
させたりする）タイミングを当該映像フレームに適するように制御する。この制御につい
ては後述する。
【０１２３】
　同期信号送信制御部８５１は、光学フィルタ適応制御部８５０が決定した同期信号の送
信タイミングに従って、後述の同期信号出力部８５２を介して同期信号を送出する。
【０１２４】
　光学フィルタ適応制御部８５０と同期信号送信制御部８５１とは、図３の映像表示装置
１００のハードウェア構成において、映像信号処理ＩＣ３０７に該当する。
【０１２５】
　同期信号出力部８５２は、同期信号送信制御部８５１からの送信制御にしたがって、外
部（映像視聴用眼鏡１２０）へ同期信号を出力する。同期信号出力部８５２は、図３の映
像表示装置１００のハードウェア構成において、赤外線発光素子３０９に該当する。
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【０１２６】
　図１３は、光学フィルタ適応制御部８５０が、残光量に基づいて同期信号の送信を制御
し、それにより映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２３の開閉タイミングを制御する
例を示した図である。
【０１２７】
　図１３の（Ａ）は、映像表示装置１００の表示部４０８に表示される映像の発光量の遷
移を示すものである。具体的には、図１１の右フレーム１１１０、左フレーム１１２０、
右フレーム１１３０、左フレーム１１４０の場合の例を示している。図１３の（Ｂ）は、
図１３の（Ａ）のような表示が行われた場合に、同期信号送信部４１３が送信する同期信
号の生成、送信タイミング等を示した図である。図１３の（Ｃ）は、映像表示装置１００
から送信された同期信号を受信した映像視聴用眼鏡１２０が、内部で生成する内部同期信
号のタイミングを示した図である。図１３の（Ｄ）及び（Ｅ）は、映像視聴用眼鏡１２０
が図１３の（Ｃ）で示した内部同期信号に基づいて、両眼の光学フィルタ１２３を開閉（
透過する光量を調整）する様子を示した図である。
【０１２８】
　なお、図１３の（Ｂ）、（Ｃ）、及び（Ｄ）に示されるように、第１の実施の形態にお
ける映像視聴用眼鏡１２０は、右眼用の光学フィルタ１２１を開状態にすることを示す同
期信号（１）を外部同期信号受信部７００で受信すると、これを実現するための信号（Ａ
）が内部同期信号生成部７０４で生成し、右眼用の光学フィルタ１２１を開状態にする。
また、左眼用の光学フィルタ１２２を開状態にすることを示す同期信号（３）を外部同期
信号受信部７００で受信すると、これを実現するための信号（Ｂ）を内部同期信号生成部
７０４で生成し、左眼用の光学フィルタ１２２を開状態する。さらに、右眼用の光学フィ
ルタ１２１を閉状態にすることを示す信号（２）、及び左眼用の光学フィルタ１２２を閉
状態にすることを示す同期信号（４）を外部同期信号受信部７００で受信すると、これを
実現するための信号（Ｃ）を内部同期信号生成部７０４で生成し、左右の眼用の光学フィ
ルタ１２１、１２２を閉状態にする。
【０１２９】
　また、図１３の（Ｂ）、（Ｃ）、及び（Ｄ）に示されるように、第１の実施の形態にお
ける映像視聴用眼鏡１２０は、光学フィルタ１２１、１２２を開状態にすることを示す同
期信号（１、３）を外部同期信号受信部７００で受信すると、速やかに光学フィルタ１２
１、１２２を開状態にする動作が開始される。同様に、光学フィルタ１２１、１２２を閉
状態にすることを示す同期信号（２、４）を外部同期信号受信部７００で受信すると、速
やかに光学フィルタ１２１、１２２を閉状態にする動作が開始される。すなわち、第１の
実施の形態において、光学フィルタ１２１、１２２の開閉タイミングを制御するためには
、同期信号送信部４１３による各種同期信号の送信タイミングを変更すればよい。
【０１３０】
　光学フィルタ適応制御部８５０は、残光量検出部８３０が検出した残光量が所定の閾値
よりも大きい場合、当該映像に対応する映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２３を制
御し、クロストークのある映像を視聴者が視聴することを抑制する制御を行う。具体的に
は、図１３の（Ａ）に示すような映像（残光量が多い映像）が表示されている場合は、映
像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２３を通常よりも遅く開けるような制御となるよう
に、同期信号を生成する。
【０１３１】
　図１３の（Ｂ）の例では、左フレーム１１２０は、その直前に表示される右フレーム１
１１０が及ぼすクロストークの影響を受ける。そのため、映像表示装置１００の表示部４
０８にはすでに左フレーム１１２０の映像の表示が開始されているものの、その直前の右
フレーム１１１０の映像の残光（クロストーク）が残っている。この残光の影響を小さく
するためには、左フレームの視聴の開始を遅らせる等の必要がある。
【０１３２】
　そこで、光学フィルタ適応制御部８５０は、これを実現するために、左フレーム１１２
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０に対応して、映像視聴用眼鏡１２０の左眼の光学フィルタ１２２を開ける（透過する光
量を増大させる）ことを指示する第３の同期信号１３１３の送信タイミングを、左フレー
ム１１２０の表示開始よりも遅らせる。
【０１３３】
　この結果、映像視聴用眼鏡１２０は、映像表示装置１００から送信された第３の同期信
号１３１３に基づいて、左眼の光学フィルタ１２２を制御すると、その光学フィルタ１２
２を開けるタイミングが通常の場合よりも遅くなる。これにより、左映像フレームを視聴
する視聴者が知覚する右映像フレームの残光量が低減される。すなわち、視聴者は、残光
(クロストーク)の影響が少ない映像を視聴することが可能となる。
【０１３４】
　なお、図１３の例では、説明のため、残光量が発生するフレーム（左フレーム１１２０
）が１フレーム分だけ発生する例を記載している。しかし、実際の映像では、同じような
、または、類似の特性を持つフレームが複数フレーム連続することが一般的と考えられる
。そのため、同期信号の生成タイミング（映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２３の
開閉制御のタイミング）もこのような特性に応じて、連続する複数フレーム間で平均化等
させることが好ましい。
【０１３５】
　すなわち、映像表示装置１００の表示部４０８に表示される映像に基づいて生成された
同期信号の生成タイミングをＬＰＦ（Ｌｏｗ　Ｐａｔｈ　Ｆｉｌｔｅｒ）等で処理し、そ
の変化が比較的滑らかに変化する制御を行うことがより好ましい。これにより、突発的に
発生する映像フレームの残光特性等に基づいて、同期信号の生成タイミング（映像視聴用
眼鏡１２０の光学フィルタ１２３の開閉制御タイミング）の急な変化を防ぐことが可能と
なり、視聴者により好適な映像視聴を可能とする。
【０１３６】
　具体的には、光学フィルタ適用制御部８５０は、残光量に基づいて光学フィルタ１２３
の開タイミングの目標遅延量と、目標遅延量に到達するまでのフレーム数を決定する。そ
して、光学フィルタ１２３の開タイミングの遅延量を徐々に大きくすることによって、決
定したフレーム数だけ出力した時に目標遅延量に到達するように制御するのが望ましい。
このとき、目標遅延量が大きい程、目標遅延量に到達するまでのフレーム数を多くするの
が望ましい。
【０１３７】
　また、図１３の（Ｂ）に示した例のように、左右の両眼の光学フィルタ１２３において
、一方の光学フィルタが開いている時間が相対的に短く、他方の光学フィルタが開いてい
る時間が相対的に長いと、視聴者にはフリッカ（視聴する映像がちらついて見える現象）
を知覚させることとなり、視聴する映像の品質が低下してしまう。これは、光学フィルタ
が開いている時間と、視聴する映像の輝度とが比例関係にあるからである。この観点から
、左右の同期信号の生成タイミング（映像視聴用眼鏡１２０の両眼の光学フィルタ１２３
の開閉制御タイミング）は対称、または、対称により近い関係であることが好ましい。
【０１３８】
　具体的には、映像表示装置１００の表示部４０８に表示される映像に基づいて左右独立
に、仮の同期信号の生成タイミングを算出する。その後、左右両眼の光学フィルタ１２３
が開いている時間が所定の範囲内で対称となるように、最終的な同期信号の生成タイミン
グを決定することが好ましい。
【０１３９】
　この際、より暗いほうの映像（より残光の影響を受けやすいほうの映像）に基づいて算
出された仮の同期信号の生成タイミングを、又は、当該仮の同期信号の生成タイミングを
他方に対して優先的に反映させたものを、最終の同期タイミングとすることが好ましい。
これにより、残光の抑制と、視聴する左右の映像間での輝度差の抑制とを両立することが
でき、視聴者はより好ましい映像視聴が可能となる。
【０１４０】



(21) JP 5479280 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

　なお、図１３の（Ｂ）の例では、右フレームに対応して、右眼の光学フィルタ１２１を
開けるタイミング（開タイミング）を伝える第１の同期信号１３１１、１３１５と、右眼
の光学フィルタ１２１を閉めるタイミング（閉タイミング）を伝える第２の同期信号１３
１２、１３１６と、左フレームに対応して、左眼の光学フィルタ１２２を開けるタイミン
グを伝える第３の同期信号１３１３、１３１７と、左眼の光学フィルタ１２２を閉めるタ
イミングを伝える第４の同期信号１３１４を用いて説明した。
【０１４１】
　この例では、同期信号の送信タイミングと関連付けて、右眼の光学フィルタ１２１、左
眼の光学フィルタ１２２の開閉タイミングを調整する例を示したが、第１の実施の形態は
これに限定するものではない。
【０１４２】
　他の例として、例えば、第１の同期信号と第３の同期信号とは、上記の例のように、右
眼の光学フィルタ１２１、左眼の光学フィルタ１２２を開けるタイミングで送信されるも
のの、両眼それぞれの光学フィルタ１２１、１２２を閉じるタイミングは、第１及び第２
の同期信号に情報として含めて、送信されるものであってもよい。この場合の情報とは、
例えば、両眼それぞれの光学フィルタ１２１、１２２を開けてから閉めるまでの、時間等
などであればよい。この場合には、上記の例と比較して、映像表示装置１００から映像視
聴用眼鏡１２０へ送信する同期信号の数は減るものの、伝える情報内容は同じとすること
が可能である。そのため、同期信号の送受信をより効率的に行うことができる。
【０１４３】
　＜９．まとめ＞
　以上より、第１の実施の形態の映像表示装置１００では、（１）クロストークキャンセ
ルによる映像の残光（クロストーク）を低減し、（２）クロストークキャンセルによる残
光の低減では十分に効果が得られない場合には、外部（映像視聴用眼鏡１２０）へ出力す
る同期信号を好適に制御することで、視聴者が視聴する映像のクロストークを抑制する。
すなわち、第１の実施の形態の映像表示装置１００が外部へ出力する同期信号は、クロス
トークキャンセル処理による結果に基づいて、好適に制御されるものともいえる。
【０１４４】
　第１の実施の形態の映像表示装置１００と映像視聴用眼鏡１２０とを有する映像視聴用
システムは、映像表示装置１００が表示する映像が、クロストークキャンセル処理により
、残光が抑制された映像となり、さらに、表示された映像を視聴する際の映像視聴用眼鏡
１２０が、表示される映像のクロストークを低減させる光学フィルタ１２３の制御をおこ
なう。その結果、視聴者が視聴する映像のクロストークがより抑制されるという効果があ
る。
【０１４５】
　なお、第１の実施の形態では、ＣＴＣ部４１２におけるクロストークキャンセルの効果
が小さい際に、映像視聴用眼鏡１２０へ送信する同期信号を好適に制御して、総合的にク
ロストークを低減する例を示したが、これに限定するものではない。ＣＴＣ部４１２が作
用する全域において、映像視聴用眼鏡１２０へ送信する同期信号もあわせて好適に制御す
るものであってもよい。この場合は、クロストークをより効果的に低減することが可能と
なる。つまり、ＣＴＣ部４１２で行うクロストークキャンセル処理と、映像表示装置１０
０が外部へ送信する同期信号が、連携して制御されることで、視聴者が視聴した映像につ
いてクロストークを抑制（知覚する量を低減する）するものであれば、いずれの方法であ
ってもよい。
【０１４６】
　（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態では、映像フレーム信号のクロストーク残留量（残光量）を、ＣＴＣ
部４１２が出力する信号から算出する場合を例として示した。しかし、残光量の検出はこ
れに限定されるものではない。第２の実施の形態では、第１の実施の形態とは異なる残光
量を検出する場合を示す。
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【０１４７】
　図１４は、第２の実施の形態におけるＣＴＣ部４１２の構成を示す図である。第１の実
施の形態と異なるのは、残光量検出部１４１０が、合成部８１２、８２２から出力される
左右映像フレーム出力信号に代えて、ＣＴＣ部４１２に入力された左右映像フレーム入力
信号を入力とする点である。その他の点については、第１の実施の形態と同一であるため
、説明を省略する。
【０１４８】
　図１５は、第２の実施の形態における残光量検出部１４１０の機能構成を示す図である
。図１５の残光量検出部１４１０は、信号レベル比算出部１５１０、絶対値化部１２２０
、ＬＰＦ部１２３０、フレーム積算部１２４０を有する。第１の実施の形態の残光量検出
部８３０と異なるのは、信号補正部１２１０に代わって、信号レベル比算出部１５１０と
なっている点である。
【０１４９】
　図１５に示される残光量検出部１４１０は、入力された左映像フレーム入力信号に含ま
れる各画素の画素値から、再生順で当該左映像フレーム入力信号の直前の右映像フレーム
入力信号の対応する画素の画素値を減算した値の絶対値をフレーム単位で累積した累積値
を、残光量としている。
【０１５０】
　信号レベル比算出部１５１０は、入力された左映像フレーム入力信号と右映像フレーム
入力信号との信号レベル比を算出する。具体的には、信号レベル比算出部１５１０は、左
映像フレーム入力信号から右映像フレーム入力信号を差し引くことで信号レベル比を求め
る。
【０１５１】
　絶対値化部１２２０は、信号レベル比算出部１５１０が算出した左右映像フレーム入力
信号の信号レベル比をすべて絶対値化する。
【０１５２】
　ＬＰＦ部１２３０は、第１の実施の形態と同様に、絶対値化部１２２０が順次出力する
絶対値を、その順序において平準化、又は変化率を所定の範囲内に収める計算を行う。
【０１５３】
　フレーム積算部１２４０は、映像フレーム単位で算出、出力された値をフレーム単位で
累積計算する。この累積計算結果を左映像のクロストーク残量として出力する。
【０１５４】
　右映像のクロストーク残量についても、上記左映像フレームの場合と対称な構成で算出
する。
【０１５５】
　これらの算出結果を、第１の実施の形態と同様に、同期信号送信部４１３の光学フィル
タ適応制御部８５０へ出力する。
【０１５６】
　この残光量検出部１４１０は、左右映像フレームで相違する部分の信号レベル比が、そ
の信号レベル比の強弱に関係なく累積値に考慮され、残光量として出力される。そのため
、左右フレーム全体での信号レベルの相違(例えば、３Ｄ立体映像としての視差量など)を
考慮して同期信号等を生成する際に好適である。
【０１５７】
　また、第２の実施の形態において、残光量検出部１４１０を別の構成で実現することも
可能である。
【０１５８】
　図１６は、残光量検出部１４１０を別の構成で示した場合の機能構成図である。図１６
の残光量検出部１４１０は、第１の実施の形態で示した残光量検出部８３０と比較して、
入力信号が左右映像フレーム入力信号であることと、信号補正部１２１０の前に、図１５
で示した信号レベル比算出部１５１０が設けられている点が異なる。
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【０１５９】
　図１６に示される残光量検出部１４１０は、入力された左映像フレーム入力信号に含ま
れる各画素の画素値から、再生順で当該左映像フレーム入力信号の直前の右映像フレーム
入力信号の対応する画素の画素値を減算した値のうち、所定の閾値（下記の例では０）よ
り小さい値の絶対値をフレーム単位で累積した累積値を、残光量としている。
【０１６０】
　この場合、信号レベル比算出部１５１０が算出した左右映像フレームの信号レベル比の
うち、負の値となるもの、すなわち左映像フレーム入力信号から右映像フレーム入力信号
を差し引いた値が負の値となるもの、だけを信号補正部１２１０で抽出する。信号レベル
比算出部１５１０が算出した値が正の場合には、信号補正部１２１０で値がすべて０に補
正される。
【０１６１】
　絶対値化部１２２０では、信号補正部１２１０が出力した負の値となったものを絶対値
化し、ＬＰＦ部１２３０はそれを平準化し、フレーム積算部１２４０がフレーム単位で算
出された値を累積する。この結果が、残光量検出部１４１０の出力となる。
【０１６２】
　この場合には、左右映像フレーム入力信号において、左映像フレーム入力信号に対して
右映像フレーム入力信号が大きい部分の領域のみの信号レベル比が、フレーム単位で累積
され、残光量として示される。これは、映像フレームにおいて、クロストークキャンセラ
ー動作の効果の有無に関わらず、フレーム全体のクロストークの発生量を、考慮して同期
信号等の生成を制御する際に好適である。
【０１６３】
　以上より、第１の実施の形態、及び第２の実施の形態で示したように残光量検出部８３
０、１４１０の構成が、その目的等に応じて幾つかの異なる機能構成をとることが可能で
ある。つまり、残光量検出部８３０、１４１０は、クロストークキャンセル処理が施され
た映像信号、又は、クロストークキャンセル処理が施される前の映像信号のいずれかに基
づいて、映像フレーム単位での残光量を算出するものであれば、いずれの方法であっても
よい。
【０１６４】
　残光量検出部８３０、１４１０が映像フレーム単位での残光量を検出することで、映像
視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ部７０６を適正に制御する同期信号を生成することが可
能となる。
【０１６５】
　（第３の実施の形態）
　第３の実施の形態では、第１及び第２の実施の形態で示した光学フィルタ適応制御部８
５０の具体的な制御内容等について説明する。
【０１６６】
　図１７は、光学フィルタ適応制御部８５０の制御内容の一例を示すグラフ図である。横
軸は、第１及び第２の実施の形態で示した残光量検出部８３０、１４１０が算出した１フ
レーム分の累積残光量の値を示す。縦軸は、累積残光量に基づいて映像視聴用眼鏡１２０
の光学フィルタ１２１、１２２を開けるタイミングを遅延させる量（遅延量）を示す。
【０１６７】
　図１７を参照すれば明らかなように、光学フィルタ適応制御部８５０は、残光量検出部
８３０、１４１０によって検出された残光量が多い程、フレームの出力タイミングに対す
る光学フィルタ１２１、１２２の開タイミングの遅延量を増加させる。
【０１６８】
　より具体的には、光学フィルタ適応制御部８５０は、１フレームあたりの残光量が比較
的小さい場合（閾値γ１よりも小さい場合）、は全く遅延させない、又は遅延させるとし
ても比較的小さい範囲で遅延させる。１フレームあたりの残光量が所定の範囲（図１７の
例では、閾値γ１以上、γ２未満の範囲）では、光学フィルタ適応制御部８５０は、残光
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量の増加に応じて、緩やかに遅延量も増加させる。１フレームあたりの残光量が、比較的
大きい場合（図１７の例では、γ２以上の場合）では、光学フィルタ適応制御部８５０は
、残光量の増加にともなって残光量の増加以上に遅延量を増加させる。
【０１６９】
　典型的には、左映像フレームとその直後の右映像フレームとの間の残光量が多い程、当
該右映像フレームと同期して出力される同期信号（すなわち、右眼用の光学フィルタ１２
１の開タイミング）を遅くする。同様に、光学フィルタ適応制御部８５０は、右映像フレ
ームとその直後の左映像フレームとの間の残光量が多い程、当該左映像フレームと同期し
て出力される同期信号の出力タイミング（すなわち、左眼用の光学フィルタ１２２の開タ
イミング）を遅くする。
【０１７０】
　このように、残光量の値に応じて、光学フィルタ１２１、１２２を開けるタイミングを
遅延させることで、映像視聴用眼鏡１２０を利用する視聴者は、残光の少ない映像を視聴
することが可能となる。
【０１７１】
　なお、光学フィルタ適応制御部８５０の制御は、図１７に示す関係に限定するものでは
ない。光学フィルタ適応制御部８５０は、残光量検出部８３０、１４１０等により算出さ
れた１フレーム分の残光量に基づいて、映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２１、１
２２を開けるタイミングを決定するものであれば、いずれの方法であってもよい。
【０１７２】
　また、図１７では、光学フィルタ適応制御部８５０が光学フィルタ１２１、１２２を開
けるタイミングを決定する場合について説明したが、光学フィルタ１２１、１２２を閉め
るタイミングを決定するものであってもよい。光学フィルタ適応制御部８５０は、残光量
検出部８３０、１４１０、つまり、クロストークキャンセル処理の処理内容と連携して、
映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２１，１２２の開閉タイミングを制御するもので
あれば、いずれの方法であってもよい。
【０１７３】
　光学フィルタ適応制御部８５０は、図１７に示すような残光量と光学フィルタの開閉タ
イミングの情報とを、図１７のグラフの内容を関数式で保持しておいてもよいし、幾つか
のポイントにおける残光量と遅延量との関係をテーブル等で保持し、その間の値について
は線形補間で算出するものであってもよい。
【０１７４】
　また、第１及び第２の実施の形態で示したように、残光量検出部８３０、１４１０の方
式により、光学フィルタ適応制御部８５０が用いる算出方法もそれぞれ異なるものであっ
てもよい。
【０１７５】
　以上のように、映像フレームのクロストーク等の残留量から光学フィルタ１２１、１２
２の開閉タイミングの制御量を好適に決定することで、映像視聴用眼鏡１２０を利用する
視聴者がより好適な映像の視聴が可能となる。
【０１７６】
　（第４の実施の形態）
　第４の実施の形態では、第１の実施の形態で示したＣＴＣ部４１２にさらに映像特徴情
報検出部１８１０を設けた場合の構成について説明する。図１８が、第４の実施の形態で
説明するＣＴＣ部４１２と同期信号送信部４１３とを示した図である。
【０１７７】
　第４の実施の形態のＣＴＣ部４１２は、さらに、入力される左右の映像フレーム信号か
ら映像特徴情報を検出する映像特徴情報検出部１８１０を備える。映像特徴情報検出部１
８１０が検出する映像特徴情報とは、例えば、映像を構成するシーンの構成、映像シーン
の切り換り、映像フレームのＡＰＬ（Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｌｅｖｅｌ）、
動きベクトル、入力信号の色域等の情報である。映像特徴情報検出部１８１０は、これら
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の映像特徴情報を、映像を構成するフレームそれぞれ、又は、複数のフレームが連続した
シーン等を単位として検出する。
【０１７８】
　同期信号送信部４１３は、映像特徴情報検出部１８１０が検出し、出力した映像特徴情
報と、残光量検出部８３０が検出した映像の残光量とに基づいて、好適な同期信号を生成
し、出力する。
【０１７９】
　図１９は、第４の実施の形態における、同期信号送信部４１３の光学フィルタ適応制御
部８５０が処理する適応制御のシーン変化検出部分の動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【０１８０】
　光学フィルタ適応制御部８５０は、映像特徴情報検出部１８１０から映像特徴情報（こ
こではＡＰＬが入力された場合を例として説明する）が入力されると、以前に入力された
ＡＰＬの履歴情報も利用して映像シーンの変化を検出する（ステップＳ１９１０）。映像
シーンの変化は、例えば、入力されるＡＰＬの単位時間、又は、単位フレームでの変化量
が所定の値より大きい場合又は小さい場合、または、ＡＰＬの変化率が所定の範囲内に収
まらない場合等、その他統計的処理等により算出等が可能である。
【０１８１】
　上記のステップＳ１９１０により、シーンの変化があったと判断された場合と、なかっ
たと判断された場合とで以降の処理が異なる（ステップＳ１９２０）。
【０１８２】
　シーンの変化があったと判断された場合（ステップＳ１９２０でＹＥＳ）、光学フィル
タ適応制御部８５０は、残光量検出部８３０から入力される残光量を取得する（ステップ
Ｓ１９３０）。この場合、右映像フレームと左映像フレームとの関係（残留クロストーク
量）が大きく変化した可能性がある。そこで、光学フィルタ適応制御部８５０は、光学フ
ィルタ１２１、１２２の開タイミングの遅延量を更新する。
【０１８３】
　次に、光学フィルタ適応制御部８５０は、取得した残光量の値と、それまでに入力され
た過去の残光量の値とから、同期信号の生成タイミング、すなわち映像視聴用眼鏡１２０
の光学フィルタ１２３の開閉制御タイミングを適応的（動的）に制御するか否かを判断す
る（ステップＳ１９４０）。この判断とは、例えば取得した残光量が所定の範囲以上の残
光を生じさせる場合、又は、過去の残光量（好ましくは直前の複数のフレーム間の残光量
）の変動の大きさが所定の範囲以上であった場合等に、映像表示装置１００の表示部４０
８に表示される映像内容のクロストークが映像に及ぼす影響が大きく変化したと考えられ
る。そこで、このような場合は、同期信号の生成タイミングをその変化に応じて適応的に
制御することが必要と考えられる。
【０１８４】
　上記のステップＳ１９４０において、適応制御の必要性の可否により以降の処理が異な
る（ステップＳ１９５０）。
【０１８５】
　適応制御が必要と判断される（ステップＳ１９５０でＹＥＳ）と、光学フィルタ適応制
御部８５０は、同期信号の生成タイミングの遅延量（および透過時間）と、これらに施す
ＬＰＦ処理の係数とを決定する（ステップＳ１９６０）。そして、光学フィルタ適応制御
部８５０は、所定のフレーム数経過後に決定した遅延量（目標遅延量）に達するように、
フレームの出力の度に遅延量を徐々に大きくする。
【０１８６】
　ＬＰＦ係数の決定は、例えば、シーン変化の前後で遅延量（および透過時間）の変化が
視聴者に違和感を伴わない範囲で、かつ必要な応答性を保つように、シーン変化前の遅延
量（および透過時間）から、シーン変化後の遅延量（および透過時間）への変化量を考慮
して算出することが可能である。例えば、遅延量の設定は、残光量検出値に対し所定の演
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算を行った値（目標遅延量）に対してＩＩＲＬＰＦ（Ｉｎｆｉｎｉｔｅ　Ｉｍｐｕｌｓｅ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　Ｌｏｗ－Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ）を付加したものを、現フレーム
での遅延量として設定する。そして、応答性を考慮し、シーン変化検出時にはシーン変化
量に応じて、シーン変化量が大きければ大きな値をＬＰＦ係数としてセットすることによ
り、シーン変化の度合いを反映しつつ追随させるように制御をすることができる。あるい
は、目標遅延量が大きい程、目標遅延量に到達するまでのフレーム数が多くなるように、
ＬＰＦ係数を決定するようにしてもよい。
【０１８７】
　一方、ステップＳ１９２０においてシーン変化が検出できない場合（Ｓ１９２０でＮＯ
）、またはステップＳ１９５０で適応制御が必要でないと判断された場合（ステップＳ１
９５０でＮＯ）、光学フィルタ適応制御部８５０は、ＬＰＦ係数を減算する値（ＬＰＦの
効果を小さくする値）を係数として決定する（ステップＳ１９７０）。上記の場合、右映
像フレームと左映像フレームとの関係（クロストーク量）は変化していないと判断できる
ので、フィルタ係数の所定減算値をセットすることにより、目標遅延量への収束のさせ方
を違和感が出ないように制御する。
【０１８８】
　光学フィルタ適応制御部８５０は、ステップＳ１９６０又はＳ１９７０で決定されたＬ
ＰＦの係数をＬＰＦ処理の値として更新する（ステップＳ１９８０）。この際、更新後の
ＬＰＦ係数の値が所定の範囲外の値となる場合は、所定の範囲内の値に強制的に置き換え
る。これは、例えば、ＬＰＦ係数が想定外に大きくなったり、小さくなったりして、必要
以上にＬＰＦが作用してしまう場合、または、実質的にＬＰＦが作用しなくなってしまう
といったことを防ぐ。
【０１８９】
　以上により、映像特徴にＡＰＬを用いた場合のシーン検出と、検出した残光量とに基づ
いて、残光量が比較的大きく変化するシーン変化付近での映像視聴に対する急激な変化を
防ぎ、シーン変化があっても残光量変化の比較的小さい場合、もしくは残光量変化のない
場合には、同期信号の生成タイミング（映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２３の開
閉制御タイミング）の変化を抑制することで、不必要な制御による輝度変動を抑えてより
好適な映像の視聴が可能となる。
【０１９０】
　なお、上記の説明では映像特徴情報としてＡＰＬを用いた場合を例に説明したが、第４
の実施の形態はこれに限定するものではない。シーンの検出はＡＰＬ以外にも、フレーム
間で算出される動きベクトルの大きさや、色分布の変化率等によっても検出可能である。
また、映像特徴情報はシーンの検出のみに限定するものではなく、その他の情報であって
もよい。
【０１９１】
　なお、第４の実施の形態の映像特徴情報検出部１８１０は、左映像フレーム入力信号、
及び、右映像フレーム入力信号に基づいて映像特徴情報を検出する例を示したが、これに
限定するものではない。例えば、映像特徴情報検出部１８１０は、左眼映像フレーム入力
信号、又は、右映像フレーム入力信号の一方のみに基づいて映像特徴情報を検出するもの
であってもよい。これは、通常は左右の映像は対称であることが多く、その場合には、一
方の映像のみから映像特徴情報を検出するものであっても、同様の検出が可能となるから
である。これにより、映像特徴情報検出部１８１０の構成をより簡略化することができる
。
【０１９２】
　また、第４の実施の形態の光学フィルタ適応制御部８５０は、第１の実施の形態で示し
たのと同様に、左右の映像で適応制御による最適な制御の内容が異なる場合は、より同期
信号の生成タイミングが遅い方、又は、映像視聴用眼鏡１２０の左右の光学フィルタ１２
１、１２２を開けている時間が短い方に基づいて、適応制御をおこなうものであってもよ
い。
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【０１９３】
　次に、光学フィルタ１２１、１２２の開タイミングの遅延量の決定方法として、別の決
定方法について、説明する。光学フィルタ適応制御部８５０は、映像特徴情報検出部１８
１０が検出した映像特徴情報と、残光量検出部８３０が検出した残光量とを入力する。光
学フィルタ適応制御部８５０は、図２０Ａ及び図２０Ｂに示すように、映像特徴情報に基
づいて、残光量と光学フィルタ１２１、１２２の開閉タイミングとの関係を切り替えるも
のであっても良い。
【０１９４】
　例えば、比較的暗いシーンでは、図２０Ａに示すような関係に基づいて、光学フィルタ
１２１、１２２の開閉タイミングを決定する。一方、比較的明るいシーンでは、図２０Ｂ
に示すような関係に基づいて、光学フィルタ１２１、１２２の開閉タイミングを決定する
。
【０１９５】
　図２０Ａは、フレームの残光量が所定の値（γ２）以上となった場合に、光学フィルタ
１２１、１２２を開けるタイミングの遅延量を大きく増大させる例である。一方、図２０
Ｂでは、残光量が比較的小さい範囲（φ２未満）で、遅延量を大きく増大させ、それ以上
の範囲では、ほぼ一定の増加率で遅延量を大きくする。
【０１９６】
　これは、表示する映像が比較的暗いシーンでは、クロストーク（残光）の影響も大きい
が、光学フィルタ１２１、１２２の開タイミングの遅延を大きくすることにより、暗くな
ってしまうことを抑制させるために、図２０Ａのような特性とする。一方、比較的明るい
シーンでは、光学フィルタ１２１、１２２の開タイミングの遅延を大きくすることによる
透過率低減の映像に対する影響が比較的少ないので、クロストークの低減効果をより大き
くするため、図２０Ｂのように、残光量が比較的小さい段階から、映像視聴用眼鏡１２０
の光学フィルタ１２１、１２２を制御する制御量（遅延量）を大きくしている。
【０１９７】
　なお、光学フィルタ適応制御部８５０が制御する具体的な制御内容は、図２０Ａ及び図
２０Ｂに限定するものではない。光学フィルタ適応制御部８５０は、ＣＴＣ部４１２から
のクロストーク（残光）等の残光量と、映像特徴情報検出部１８１０が検出する映像特徴
情報とに基づいて、映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２３を透過する光量を増大さ
せたり（すなわち、開タイミングの遅延量を減少させる）、減少させたりする（すなわち
、開タイミングの遅延量を増加させる）ために、開閉タイミング（時期）を好適に制御す
るものであれば、いずれの制御内容であってもよい。
【０１９８】
　また、映像特徴情報検出部１８１０が検出する映像の情報は、第４の実施の形態で示し
たシーン毎の明るさ情報に限定するものではない。映像シーンの切り換り、映像フレーム
のＡＰＬ，動きベクトル、入力信号の色域、ＲＧＢの色分布、コントラストの情報等、入
力される映像がもつ表示映像に関わる情報であれば、いずれの情報であってもよい。
【０１９９】
　以上より、第４の実施の形態で示した構成によれば、映像特徴情報検出部１８１０、Ｃ
ＴＣ部４１２、光学フィルタ適応制御部８５０が協調して動作することで、視聴者が映像
を視聴する際の残光（クロストーク）をより効果的に抑制することが可能となる。
【０２００】
　（上記実施の形態の変形例）
　なお、上記第１～第４の実施の形態において、ＣＴＣ部４１２の左映像適応制御部８１
０及び右映像適応制御部８２０は、係数Ｋ１、Ｋ２のそれぞれ一つの係数を算出するのみ
の場合を説明した。しかし、ＣＴＣ部４１２はこれに限定されるものではない。例えば、
図２１に示すようなＣＴＣ部２０００を用いるものであっても良い。
【０２０１】
　図２１のＣＴＣ部２０００は、左映像適応制御部２０１０、右映像適応制御部２０２０
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において、それぞれ右映像フレーム入力信号と左映像フレーム入力信号とを変換する際に
用いられる、係数Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４を算出する。そして、変換部２０１２、２０２
２は、係数Ｋ３、Ｋ４をそれぞれ用いて、入力される左映像フレーム入力信号、右映像フ
レーム入力信号を変換する。合成部２０１３、２０２３は、変換された左右の映像フレー
ム信号を合成して、残光を相殺（キャンセル）する。
【０２０２】
　このＣＴＣ部２０００は、ＣＴＣ部４１２の場合と比較して、例えば左映像フレーム出
力信号を生成する方の処理では左映像フレーム入力信号、に用いられる係数Ｋ３が新たに
設定されることで、変換部２０１１により変換された右映像フレーム入力信号による相殺
処理が過剰に行われることを防ぐことができる。右映像フレーム出力信号では、係数Ｋ４
が同様に機能する。これにより、ＣＴＣ部４１２の場合と比較して、ＣＴＣ部２０００は
より好適に残光の低減を行うことが可能である。
【０２０３】
　このＣＴＣ部２０００は、第１の実施の形態のみだけでなく、第２～第４の実施の形態
においても、用いることができることはいうまでも無い。
【０２０４】
　また、上記の第１～第４の実施の形態で説明した、左右の映像フレームの入力信号がＲ
ＧＢ信号で構成される場合、ＣＴＣ部の内部構成は、図２２に示すように、Ｒ（赤）、Ｇ
（緑）、Ｂ（青）それぞれについて、クロストークキャンセルの処理を行うものであって
も良い。ＣＴＣ部を図２２に示すように、ＲＧＢそれぞれ独立に制御すると、それぞれの
色の特性に応じてクロストークキャンセルを行うことが可能となり、より好ましい。図２
２に示す例では、ＣＴＣ部がＲ－ＣＴＣ部２１１０、Ｇ－ＣＴＣ部２１２０、Ｂ－ＣＴＣ
部２１３０を有し、それぞれにおいて、左映像フレーム、右映像フレームのＲ、Ｇ、Ｂ信
号において、クロストークキャンセル処理を行う。
【０２０５】
　クロストーク（残光）の特性については、ＲＧＢを用いた場合は色毎に特性が異なる。
そのため、係数Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４等の決定については、色毎にその決定方法や決定
値が異なるものであってもよい。また、光学フィルタ適応制御部８５０は、これら色毎の
違いによるクロストークの発生量等に応じて、光学フィルタ１２１、１２２を透過する光
量の増加、減少を行うタイミングを制御する同期信号を生成するものであってもよい。
【０２０６】
　特に、映像表示装置１００の表示部４０８がＰＤＰの場合、一般的には緑（Ｇ）、赤（
Ｒ）、青（Ｂ）の順で残光が大きいため、クロストークキャンセルにおける係数の決定は
、緑、赤、青の順で作用を大きくするように設定している。光学フィルタ適応制御部８５
０は、この点も考慮して、最も残光の発生しやすい緑（Ｇ）を基準として同期信号を生成
するものであってもよい。この例のように、映像特徴情報検出部、ＣＴＣ部、光学フィル
タ適応制御部は、色毎の特性に応じて、異なるクロストークキャンセルの制御をおこなう
ものであってもよい。この場合も、好適な映像の視聴が可能となる。
【０２０７】
　なお、上記の例では、三原色を加法混色のＲＧＢの場合を例に説明したが、これに限定
するものではない。例えば、減法混色のシアン、マゼンタ、イエロを用いたものであって
もよい。
【０２０８】
　（第５の実施の形態）
　第５の実施の形態では、プラズマディスプレイ等のサブフィールド駆動により映像を表
示する映像表示装置を用いた場合において、その表示特性と、その特性に応じて生成され
る同期信号と、その同期信号に従って動作する映像視聴用眼鏡１２０の動作と、について
説明する。
【０２０９】
　映像表示装置１００がプラズマディスプレイ等のサブフィールド駆動により映像を表示
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する場合、映像表示装置１００の各画素は図２３Ａに示すような点灯方式によって点灯制
御される。すなわち、各映像の単位表示期間であるフレーム（フィールド）は、発光期間
の異なる複数のサブフィールドに分割されており、この複数のサブフィールドの点灯及び
非点灯を組み合わせることによって、当該フレームの階調が制御される。
【０２１０】
　より具体的には、各画素の画素値に応じて、どのサブフィールドを点灯とし、どのサブ
フィールドを非点灯とするかを制御する。この方式の場合、明るいフレーム（フィールド
）ほどサブフィールドがより多く点灯され、暗いフレーム（フィールド）ほど点灯される
サブフィールドの数は少なくなる。なお、複数のサブフィールドの点灯及び非点灯の制御
は、例えば、図３に示される映像信号処理ＩＣ（映像信号処理部）３０７で行われてもよ
いし、ディスプレイパネル（表示部）３０８によって行われてもよい。
【０２１１】
　また、各サブフィールドはそれぞれ明るさ（つまり、発光期間）に対する重みを持つ。
サブフィールド１～５（ＳＦ１～ＳＦ５）は、それぞれ異なる重み（明るさ）を持つ。こ
の場合、発光期間が最も長いＳＦ１ほど明るく、発光期間が最も短いＳＦ５になるほど相
対的に暗いサブフィールドとなる。
【０２１２】
　ここで、ＳＦ１～ＳＦ５は、予め定められた順序に配列されている。例えば、図２３Ａ
のように、ＳＦ１～ＳＦ５の順に点灯を行う場合の点灯順序は「降順」であり、時間が後
（図２３Ａのグラフの右側）になるほど、暗いサブフィールドとなる。
【０２１３】
　反対に、図２３Ｂに示す例では、時間が後になるほど、より明るいサブフィールドが点
灯される。この場合のサブフィールドの点灯順序は、「昇順」である。また、異なる重み
（明るさ）を持つサブフィールドを一つ、又は複数組み合わせることで、複数段の階調を
持つ明るさの異なる映像を表示することが可能である。例えば、図２３Ａの場合、最も暗
いフィールドでは、ＳＦ１～ＳＦ５のいずれも点灯させず、次の明るさではＳＦ５を点灯
、次はＳＦ４、次はＳＦ５とＳＦ４、といったようにすることで、複数の明るさを表現す
ることが可能となる。
【０２１４】
　つまり、明るい映像ほど、より大きい重みをもったサブフィールドはより多く点灯され
、暗い映像ほど、点灯されるサブフィールドの数は少なく、その重みも小さい。最も明る
い映像では、すべてのサブフィールドが点灯され、もっとも暗い映像ではすべてのサブフ
ィールドが点灯されない（消灯される）こととなる。
【０２１５】
　プラズマディスプレイで左右の視差量だけ異なる立体映像を交互に表示する場合、左右
の映像間の残光の問題から、サブフィールドの点灯順序は昇順よりも降順であることが好
ましい。これは、明るさの重みが大きいサブフィールドが時間的に後に点灯されると、実
際に蛍光体が発光、減光するまでに所定の時間を要するため、この減光が、続く映像の発
光までに完了せず、次の映像フレームへの残光が大きくなりやすいと考えられるからであ
る。
【０２１６】
　一方、サブフィールドの点灯方式には特有の課題がある。プラズマディスプレイが１フ
ィールドの映像を表示する場合、当該１フィールドを構成するサブフィールドは、それぞ
れの蛍光体を発光させるための制御上、図２３Ａに示すように、すべてのサブフィールド
に先立ち実施される初期化期間（Ａ）、それぞれのサブフィールド毎に繰り返し実施され
る書込み期間（Ｂ）と維持期間（Ｃ）、最後のサブフィールドの維持期間終了後に蛍光体
を減光させる消去期間（Ｄ）、の４つの異なる制御が一般に必要である。
【０２１７】
　上記のような制御で、各サブフィールドを点灯させるには各サブフィールドの画素が持
つ蛍光体を発光させることになる。しかしながら、当該画素の電極に蓄積される電荷が十
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分でない場合や、あるいは蓄積された電荷が何らかの理由で弱められる等の理由で蛍光体
が発光されない場合がある。その場合はそのサブフィールドは点灯されず、当該フィール
ド期間だけ映像が相対的に暗くなり、視聴する映像の品質に影響を及ぼす場合がある。と
りわけ、サブフィールドを降順に点灯する方式を採用している場合、より明るいサブフィ
ールドがより先頭に配置されるため、先頭のサブフィールド（最も明るいサブフィールド
）が点灯されなくなると、より映像の品質が低下する恐れがある。そのため、サブフィー
ルドが昇順に並んでいる場合より、降順に並んでいる場合の影響が比較的大きくなる。
【０２１８】
　上述に示す方法では、立体映像をサブフィールド駆動により映像表示装置で表示する場
合、立体映像の残光に対する対策と、サブフィールド駆動の信頼性向上に対する対策と、
の両者は背反する対策となる。そこで、第５の実施の形態では、映像表示装置にサブフィ
ールド駆動の表示装置を用いた場合に、視聴者に残光の影響を低減したより好適な立体映
像を表示、視聴できるような映像表示装置、及び、映像視聴用眼鏡について説明する。
【０２１９】
　図２４は、第５の実施の形態における映像表示装置１００でのサブフィールド点灯方式
の例を示した図である。図２４では、ＳＦ６を先頭に配置する。ＳＦ１～ＳＦ５はその重
み（明るさ）が順を追って小さくなる「降順」に並んでいる。ただ、ＳＦ１に先立って点
灯されるＳＦ６は、ＳＦ１～５のいずれよりも小さい重み付け（つまり、発光期間が最も
短い）である。
【０２２０】
　この場合、サブフィールドを実際に点灯させるための制御として、初期化期間（Ａ）を
最初に行い、ＳＦ６の書き込み期間（Ｂ）、ＳＦ６の維持期間（Ｃ）を実施する。その後
に、ＳＦ１の書き込み期間（Ｂ）、ＳＦ１の維持期間（Ｃ）を実施する。ＳＦ２以降が連
続して点灯される場合は、それぞれの書き込み期間（Ｂ）と維持期間（Ｃ）を繰り返し実
施する。最後のサブフィールドの維持期間（Ｃ）が終了すると、当該フィールドの点灯を
終了するため、消去期間（Ｄ）を実施する。これにより１フィールドを構成するサブフィ
ールドの点灯制御が終了する。
【０２２１】
　これにより、ＳＦ１の点灯に先立って、ＳＦ６の点灯処理、すなわち、書き込み期間（
Ｂ）と維持期間（Ｃ）が設けられるので、万が一、ＳＦ６が正常に点灯しない場合、つま
り、蛍光体の電極に十分な電荷が蓄積できない場合や、蓄積しても弱まった場合でも、続
くＳＦ１の書き込み期間（Ｂ）によりその電荷をさらに補充等することで、少なくともＳ
Ｆ１以降のサブフィールドの点灯については、より高い信頼性で実施することが可能とな
る。
【０２２２】
　なお、図２４の例では、ＳＦ１～ＳＦ５に対して新たにＳＦ６を追加する場合の例を示
したが、第５の実施の形態はこれに限定するものではない。例えば、ＳＦ１～ＳＦ５の内
、ＳＦ５を先頭に配置し、ＳＦ１～ＳＦ４は降順に並べるものであっても良い。この場合
は、１フィールド内に駆動するサブフィールドの数を従来と同様にすることができる。ま
た、ＳＦ１よりも先立って点灯されるＳＦは必ずしも最小の重みを持つＳＦである必要は
ない。しかし、重みの大きいＳＦを先頭に配置すると、映像の階調へ及ぼす影響が大きく
なること等を考慮すると、重みの小さいサブフィールドを用いることがより好ましい。
【０２２３】
　また、図２４では、２番目以降のサブフィールド（ＳＦ１～ＳＦ５）を降順に配列した
例を示したが、第５の実施の形態はこれに限定するものではない。例えば、ＳＦ１～ＳＦ
５のうち、相対的に重みが大きいサブフィールドであるＳＦ１及びＳＦ２の一方が２番目
（ＳＦ６の直後）に、他方が３番目に配置されていれば、それ以降は任意の配列であって
もよい。
【０２２４】
　図２４のようなサブフィールドの点灯を立体映像表示で行った場合の発光状況を図２５
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に示す。図２５の（ａ）は、サブフィールドの点灯とその点灯により表示面が実際に発光
する状況とを示した図である。図２５の（ｂ）は、図２５の（ａ）の表示状況に従って、
映像表示装置１００が生成する同期信号を示した図である。
【０２２５】
　図２５の（ａ）の左フレームのサブフィールドは、ＳＦ１～ＳＦ５の点灯に先立って、
ＳＦ６を点灯する。これは図２４で示したように、ＳＦ１～ＳＦ５の点灯をより高い信頼
性で行うため、ＳＦ１～ＳＦ５の連続したサブフィールド群に先立ってＳＦ６を点灯して
いる。ＳＦ６点灯の後、ＳＦ１～ＳＦ５が点灯される。グラフ２５０１は、これらＳＦ１
～ＳＦ５の点灯により実際に蛍光体が発光し、表示面等から照射等される光の状況を示し
たものである。
【０２２６】
　グラフ２５０１で示すように、発光状況がサブフィールドの点灯制御から少し遅れるの
は、蛍光体の応答遅延等によるものである。左フレームのＳＦ５の維持期間の後には、消
去期間（Ｄ）があるものの、表示面から照射される発光の強さは左フレームの表示時間内
に完全に消えず、続く右フレームの時間においても残光としてその発光状況が残る可能性
がある。
【０２２７】
　第５の実施の形態では、ＳＦ１～ＳＦ５は「降順」になるように配列しているため、「
昇順」に配した場合よりも比較的残光の影響は小さくなると考えられる。しかし、従来の
ＳＦ１～ＳＦ５に加え、ＳＦ６を追加したことにより、１フィールド内に点灯するサブフ
ィールドの数が増え、その結果、発光量が増加し、従来と比して残光の影響は大きくなる
と考えられる。また、ＳＦ１～ＳＦ５を「昇順」に配した場合は、従来通り「降順」の場
合と比較して残光の影響は残ると考えられる。
【０２２８】
　そこで、第５の実施の形態では、この残光を映像視聴用眼鏡１２０の光学フィルタ１２
３を適切に制御することで、視聴者には残光等の影響を小さくしてより好適な映像の視聴
を可能とする。同期信号送信部４１３は、映像表示装置１００が図２５の（ａ）のような
サブフィールドの点灯制御を行う場合、サブフィールド群（ＳＦ１～ＳＦ５）に先立って
点灯されるＳＦ６（以降、プレサブフィールド）の点灯、又は書き込み期間が終了した後
に、映像視聴用眼鏡１２０の左眼の光学フィルタ１２２を開ける（透過する光量を増大さ
せる）ための同期信号（１）を生成し、出力する。
【０２２９】
　これは、プレサブフィールドが、表示する映像の階調に貢献することを目的としたもの
ではなく、続くサブフィールド群の点灯の信頼性を向上させることを目的としているから
であり、映像視聴者にこのプレサブフィールドの点灯による映像を視聴させる必要がない
からである。そのため、プレサブフィールドの点灯後、又は点灯と同時に、同期信号送信
部４１３は、左眼の光学フィルタ１２２を開ける同期信号を生成、出力する。この場合、
映像信号処理ＩＣ３０７は、全てのフィールドにおいて、プレサブフィールドを常に点灯
させるのが望ましい。
【０２３０】
　また、図２５の（ａ）に示すように左フレームのＳＦ６、及びＳＦ１～ＳＦ５の点灯に
より、グラフ２５０１のような発光状況がなされた場合、映像視聴用眼鏡１２０の左眼用
の光学フィルタ１２２を閉める(透過する光量を減少させる)ための同期信号（２）は、発
光レベルが所定の閾値よりも下がったタイミングで、同期信号送信部４１３により生成、
出力される。図２５の（ａ）の図では、続く右フレームの表示時間内で同期信号（２）が
生成、出力される例を示している。これは、左眼の光学フィルタ１２２は開いている（透
過)状態が長ければ長いほど、視聴者が知覚する光量が多くなるため、視聴する映像がよ
り明るい映像として視聴することが可能となるためである。
【０２３１】
　しかし、同期信号（２）の生成、出力が必要以上に遅くなると、続く右フレームのサブ
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フィールド点灯が開始され、左フレームの映像を視聴している際に、右フレームの映像の
影響を受けることとなる。そこで、同期信号（２）は遅くとも、続くフレームの点灯が開
始されるまでに、生成、出力されることが好ましい。図２５の（ａ）の場合では、右フレ
ームのＳＦ６の点灯開始（若しくは、グラフ２５０２の立ち上がり）まで、又は点灯と同
時に同期信号（２）が生成、出力されることが好ましい。
【０２３２】
　続く右フレームでは、先行する左フレームの残光が所定の量以下となり、当該右フレー
ムの発光状態が所定以上になるところで、右眼の光学フィルタ１２１を開ける(透過する
光量を増大させる)同期信号（３）を、同期信号送信部４１３は生成、出力する。残光は
、上述したように、サブフィールドの並び方、例えば「昇順」であるか、「降順」である
か、または重みの大きいサブフィールドが点灯順序において前方にあるか、後方にあるか
等により同じ映像を表示する場合でも、異なる。そのため、同期信号送信部４１３は、こ
れらサブフィールドの点灯順序、及びその特性等により、生成、送信する同期信号を動的
に変化させるものであってもよい。この場合は、映像に適したより好適な同期信号を生成
、送信することが可能となり、映像視聴者が好ましい映像の視聴が可能となる。
【０２３３】
　同期信号送信部４１３は、右眼の光学フィルタ１２１を閉める（透過する光量を減少さ
せる）ための同期信号（４）を、同期信号（２）の場合と同様に生成、出力する。
【０２３４】
　なお、プレサブフィールドが、続くサブフィールド群の点灯の信頼性を目的として設け
られている場合であって、且つプレサブフィールドの重みが他のサブフィールドの点灯と
比して小さい場合、すなわち表示する映像へ及ぼす影響が小さい場合等には、同期信号送
信部４１３は、当該プレサブフィールドの点灯開始前に、先行するフレームに対応する光
学フィルタ１２３を閉めるための同期信号（２）又は（４）を生成、出力し、プレサブフ
ィールドの点灯後に、当該フレームに対応する光学フィルタ１２３を開けるための同期信
号（１）又は（３）を生成、出力することが好ましい。これにより、映像視聴者はプレサ
ブフィールドの点灯の影響を受けず、映像視聴をすることが可能となる。
【０２３５】
　更に、プレサブフィールドが、続くサブフィールド群の点灯信頼性を目的として設けら
れ、プレサブフィールドの点灯後に、当該フレームに対応する光学フィルタ１２３を開け
るための同期信号（１）又は（３）が生成、出力された場合、出力される映像信号の黒レ
ベル（信号の明るさがゼロのレベル）を上げる。すなわち信号ゼロレベルの基底となる黒
の輝度レベルを上げる。例えば、プレサブフィールド分の輝度に黒レベルを上げることで
、光学フィルタ１２３で遮蔽されたプレサブフィールド分の輝度を補償してもよい。これ
によって、当該フィールド期間の映像の相対的な輝度の低下（暗くなる）を解消すること
ができる。
【０２３６】
　また、プレサブフィールドが、上記の目的だけでなく、表示する映像にも貢献すること
を目的とした場合、つまり、プレサブフィールドの点灯が、表示する映像の階調に貢献す
ることが考慮されている場合は、それに応じた制御をおこなうことが可能である。例えば
、プレサブフィールドの点灯による発光を視聴者が視聴できるように、同期信号（１）又
は（３）の生成、出力するタイミングを、プレサブフィールドの点灯より前にしてもよい
。この場合、映像信号処理ＩＣ３０７は、各フィールドの階調に応じて、プレサブフィー
ルドを点灯とするか、非点灯とするかを制御する。つまり、プレサブフィールドが点灯さ
れない場合があってもよい。
【０２３７】
　また、第４の実施の形態で示したように、映像特徴情報検出部１８１０が検出したシー
ンの特性に基づいて、同期信号送信部４１３は、同期信号（１）、（２）、（３）、（４
）の生成、出力タイミングを適切に制御するものであってもよい。例えば、比較的暗いシ
ーンでは、光学フィルタ１２３を開ける同期信号（１）又は（３）をプレサブフィールド
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の点灯等よりも前に生成、出力することでプレサブフィールドの発光量も加算した映像を
視聴者は視聴することが可能となる。反対に明るすぎるシーン等では、プレサブフィール
ドの発光量を視聴させないようにすることも可能である。すなわちシーンに応じてプレサ
ブフィールドの発光を視聴用に取り込む、又は、排除するようにシーンに応じて制御を変
えるものであっても良い。
【０２３８】
　以上より、第５の実施の形態に示すような方法であれば、サブフィールド駆動において
、サブフィールド群の点灯に先立って、プレサブフィールドの点灯を行うとともに、サブ
フィールドの点灯方式、又は、シーンの特性に基づいて同期信号の生成、出力のタイミン
グを制御することで、より好適な立体映像の表示が可能となる。
【０２３９】
　映像表示装置１００から上記のような同期信号を受信した映像視聴用眼鏡１２０は、受
信した同期信号にしたがって左右の光学フィルタ１２３を制御することで映像視聴者によ
り好適な立体映像視聴を可能とするものである。
【０２４０】
　以上より、サブフィールド駆動による映像表示装置１００を用いて立体映像を表示する
場合でも、視聴者に好適な映像の視聴をすることが可能となる。
【０２４１】
　（その他の実施の形態）
　なお、本発明を上記実施の形態に基づいて説明してきたが、本発明は、上記の実施の形
態に限定されないのはもちろんである。以下のような場合も本発明に含まれる。
【０２４２】
　上記の各装置は、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク
ユニット、ディスプレイユニット、キーボード、マウスなどから構成されるコンピュータ
システムである。ＲＡＭまたはハードディスクユニットには、コンピュータプログラムが
記憶されている。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムにしたがって動作する
ことにより、各装置は、その機能を達成する。ここでコンピュータプログラムは、所定の
機能を達成するために、コンピュータに対する指令を示す命令コードが複数個組み合わさ
れて構成されたものである。
【０２４３】
　上記の各装置を構成する構成要素の一部または全部は、１個のシステムＬＳＩ（Ｌａｒ
ｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ：大規模集積回路）から構成されているとし
てもよい。システムＬＳＩは、複数の構成要素部を１個のチップ上に集積して製造された
超多機能ＬＳＩであり、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを含んで
構成されるコンピュータシステムである。ＲＡＭには、コンピュータプログラムが記憶さ
れている。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムにしたがって動作することに
より、システムＬＳＩは、その機能を達成する。
【０２４４】
　上記の各装置を構成する構成要素の一部または全部は、各装置に脱着可能なＩＣカード
または単体のモジュールから構成されているとしてもよい。ＩＣカードまたはモジュール
は、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されるコンピュータシステムであ
る。ＩＣカードまたはモジュールは、上記の超多機能ＬＳＩを含むとしてもよい。マイク
ロプロセッサが、コンピュータプログラムにしたがって動作することにより、ＩＣカード
またはモジュールは、その機能を達成する。このＩＣカードまたはこのモジュールは、耐
タンパ性を有するとしてもよい。
【０２４５】
　本発明は、上記に示す方法であるとしてもよい。また、これらの方法をコンピュータに
より実現するコンピュータプログラムであるとしてもよいし、コンピュータプログラムか
らなるデジタル信号であるとしてもよい。
【０２４６】
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　また、本発明は、コンピュータプログラムまたはデジタル信号をコンピュータ読み取り
可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ
、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）、半導
体メモリなどに記録したものとしてもよい。また、これらの記録媒体に記録されているデ
ジタル信号であるとしてもよい。
【０２４７】
　また、本発明は、コンピュータプログラムまたはデジタル信号を、電気通信回線、無線
または有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク、データ放送等を経由し
て伝送するものとしてもよい。
【０２４８】
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリを備えたコンピュータシステムであって
、メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、マイクロプロセッサは、コン
ピュータプログラムにしたがって動作するとしてもよい。
【０２４９】
　また、プログラムまたはデジタル信号を記録媒体に記録して移送することにより、また
はプログラムまたはデジタル信号をネットワーク等を経由して移送することにより、独立
した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい。
【０２５０】
　上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせてもよい。
【０２５１】
　以上、図面を参照してこの発明の実施形態を説明したが、この発明は、図示した実施形
態のものに限定されない。図示した実施形態に対して、この発明と同一の範囲内において
、あるいは均等の範囲内において、種々の修正や変形を加えることが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０２５２】
　本出願の発明は、映像を表示する映像表示装置と、当該映像表示装置が表示する映像を
視聴する際に用いる映像視聴用眼鏡と、に利用可能である。特に、左右の視差が異なる映
像フレームを交互に表示する立体映像表示装置や、複数の映像（コンテンツ）をフレーム
毎に切り替えて表示する映像表示装置、映像視聴用眼鏡、映像視聴システムに利用可能で
ある。
【符号の説明】
【０２５３】
　１００　映像表示装置
　１１０，４１３　同期信号送信部
　１２０　映像視聴用眼鏡
　１２１，１２２，１２３，６１３　光学フィルタ
　１３０　同期信号受信部
　２００　サブフィールド
　２０１，２０２，２５０１，２５０２　グラフ
　３００　チューナ
　３０１　ＤＶＤ／ＢＤ
　３０２　外部入力
　３０３，６１０　ＣＰＵ
　３０４　ＲＡＭ
　３０５　ＲＯＭ
　３０６　映像／音声復号ＩＣ
　３０７　映像信号処理ＩＣ
　３０８　ディスプレイパネル
　３０９　赤外線発光素子
　３１０　バス
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　４０６　映像／音声復号部
　４０７　映像信号処理部
　４０８　表示部
　４１１　フレームレート変換部
　４１２，２０００　クロストークキャンセル部
　４１４　画質変換部
　６１１　メモリ
　６１２　クロック
　６１４　赤外線受光素子
　７００　外部同期信号受信部
　７０１　同期信号検出部
　７０２　同期信号解析部
　７０３　同期情報記憶部
　７０４　内部同期信号生成部
　７０５　光学フィルタ制御部
　７０６　光学フィルタ部
　８１０，２０１０　左映像適応制御部
　８１１，８２１，２０１１，２０１２，２０２１，２０２２　変換部
　８１２，８２２，２０１３，２０２３　合成部
　８２０，２０２０　右映像適応制御部
　８３０，１４１０　残光量検出部
　８５０　光学フィルタ適応制御部
　８５１　同期信号送信制御部
　８５２　同期信号出力部
　９１０　信号比較部
　９１１　ＣＴ映像係数決定部
　１１１０，１１３０，１１５０　右映像フレーム
　１１２０，１１４０，１１６０　左映像フレーム
　１２１０　信号補正部
　１２２０　絶対値化部
　１２３０　ＬＰＦ部
　１２４０　フレーム積算部
　１３１１，１３１５　第１の同期信号
　１３１２，１３１６　第２の同期信号
　１３１３，１３１７　第３の同期信号
　１３１４　第４の同期信号
　１５１０　信号レベル比算出部
　１８１０　映像特徴情報検出部
　２１１０　Ｒ－ＣＴＣ部
　２１２０　Ｇ－ＣＴＣ部
　２１３０　Ｂ－ＣＴＣ部
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(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　１３／００－１７／０６　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　２７／２２　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　５／００　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　５／１２　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　５／１８　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　５／３６　　　　
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